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東
京
・
上
宮
会
所
蔵
聖
徳
太
子
孝
養
像
考

山
本　

勉
・
小
久
保
芙
美
・
神
野
祐
太
・
伊
波
知
秋

要
旨　

東
京
都
荒
川
区
の
社
会
福
祉
法
人
上
宮
会
所
蔵
聖
徳
太
子
像
は
、
像
内
銘
に
よ
り
、
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
に
仏
師
尭

慶
が
製
作
し
た
こ
と
の
知
ら
れ
る
鎌
倉
時
代
後
期
の
規
準
作
品
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
二
〇
一
三
年
五
月
に
大
学
院
思
想
文
化
専

攻
開
講
科
目
「
美
術
史
学
演
習
Ⅲ
」
に
お
け
る
演
習
の
一
環
で
実
施
し
た
調
査
の
概
要
を
、「
伝
来
」「
像
の
概
要
」「
銘
記
お
よ
び

納
入
品
」
の
三
章
に
分
け
て
報
告
し
、
さ
ら
に
日
本
彫
刻
史
上
の
意
義
や
周
辺
の
問
題
に
つ
い
て
も
、「
聖
徳
太
子
造
像
に
お
け
る

位
置
」「
形
式
と
表
現
」「
仏
師
尭
慶
に
つ
い
て
」
の
三
章
に
分
け
て
論
述
す
る
。
こ
の
像
は
、
聖
徳
太
子
像
の
典
型
的
形
式
の
ひ

と
つ
で
あ
る
孝
養
太
子
像
の
初
期
作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
銘
記
に
よ
れ
ば
不
退
寺
（
現
在
も
奈
良
市
に
所
在
す
る
不
退
寺
に

あ
た
る
可
能
性
が
つ
よ
い
）の
像
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、さ
ら
に
十
六
歳
の
肖
像
で
あ
る
と
明
記
し
、そ
の
形
式
の
原
型
と
な
っ

た
像
の
存
在
が
暗
示
さ
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
形
式
や
表
現
の
点
で
奈
良
・
元
興
寺
の
善
春
作
聖
徳
太
子
像
と
共
通

す
る
点
が
多
く
、
作
者
尭
慶
は
そ
の
他
の
事
績
を
ふ
く
め
て
も
、
鎌
倉
中
・
後
期
の
奈
良
で
活
躍
し
た
善
派
仏
師
と
関
係
が
深
い

こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
末
尾
に
は
、
近
代
以
降
の
こ
の
像
の
伝
来
に
関
す
る
文
献
を
関
連
史
料
と
し
て
付
載
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
聖
徳
太
子
像
、
孝
養
太
子
像
、
尭
慶
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は
じ
め
に

　

東
京
都
荒
川
区
の
社
会
福
祉
法
人
上
宮
会
所
蔵
聖
徳
太
子
像
【
図
1
―

14
】
は
、
像
内
銘
に
よ
り
、
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
に
仏

師
尭
慶
が
製
作
し
た
こ
と
の
知
ら
れ
る
、鎌
倉
時
代
後
期
の
規
準
作
品
で
あ
る
。
山
本
は
か
つ
て
作
者
尭
慶
の
事
績
を
ま
と
め
る
際
に
、

同
像
に
つ
い
て
も
論
及
し
、
一
九
八
〇
年
十
月
の
調
査
に
も
と
づ
い
て
記
述
し
た
こ
と
が
あ
る
が（

1
）、
二
〇
一
三
年
五
月
に
、
大
学

院
思
想
文
化
専
攻
開
講
科
目
「
美
術
史
学
演
習
Ⅲ
」
に
お
け
る
演
習
の
一
環
で
、
履
修
学
生
と
と
も
に
実
に
三
十
三
年
ぶ
り
に
同
像
の

再
調
査
を
実
施
し
、
調
査
成
果
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
同
像
の
日
本
彫
刻
史
上
に
し
め
る
位
置
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
概
要
は
山
本
が
別
に
報
告
を
予
定
し
て
い
る
が（

2
）、
本
稿
で
は
履
修
者
の
う
ち
小
久
保
芙
美
・
神
野
祐
太
・
伊
波
知
秋
と

共
同
で
同
像
の
基
礎
デ
ー
タ
を
報
告
し
、
さ
ら
に
日
本
彫
刻
史
上
の
意
義
や
周
辺
の
問
題
に
も
ふ
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
六
章
に
分
け

て
記
述
し
、
関
連
史
料
を
付
載
す
る
が
、
一
・
三
・
四
は
神
野
が
、
二
・
五
は
小
久
保
が
、
六
は
山
本
が
分
担
し
て
執
筆
し
、
付
載
史

料
お
よ
び
図
版
の
原
稿
を
伊
波
が
作
成
し
た
う
え
で
、
全
体
を
山
本
が
調
整
し
た
。
す
べ
て
の
文
責
は
山
本
に
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
本
文
・
注
・
付
載
史
料
の
す
べ
て
を
通
じ
て
漢
字
は
常
用
漢
字
表
に
あ
る
も
の
は
原
則
と
し
て
そ
の
字
体

を
、
他
は
正
字
体
を
使
用
し
、
俗
字
・
略
字
・
異
体
字
は
そ
れ
ら
に
あ
ら
た
め
た
。 

（
山
本
）

一　

伝
来

　

本
像
は
現
在
、
東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
二
丁
目
二
九
番
八
号
に
所
在
す
る
日
暮
里
上
宮
病
院
内
の
社
会
福
祉
法
人
上
宮
会
本
部
に

あ
る
太
子
の
間
に
安
置
さ
れ
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、
河
瀬
秀
治
か
ら
上
宮
会
の
前
身
で
あ
る
上
宮
教
会
に
寄
贈
さ
れ
た
像
で

あ
る
。
ま
ず
、
上
宮
会
の
前
身
で
あ
る
上
宮
教
会
と
そ
の
創
立
者
河
瀬
秀
治
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
、
そ
の
の
ち
に
明
治
期
か
ら
現

代
ま
で
の
伝
来
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
日
本
近
代
に
お
け
る
聖
徳
太
子
信
仰
の
あ
り
さ
ま
を
し
め
す
事
例
と
し
て
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も
貴
重
で
あ
る
と
思
う
。

　

上
宮
教
会
は
、
河
瀬
秀
治
を
創
立
者
と
し
、
大
内
青
巒
（
一
八
四
五
―
一
九
一
八
）・
島
田
蕃
根
（
一
八
二
七
―
一
九
〇
七
）・
桑
田

衡
平
（
一
八
三
六
―
一
九
〇
五
）
の
協
力
を
え
て
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月
十
一
日
に
発
会
し
た
、
聖
徳
太
子
を
顕
彰
し
、
太

子
の
教
え
に
も
と
づ
い
て
社
会
福
祉
事
業
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
に
社
団
法
人
と
な
り
、

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
も
認
可
さ
れ
（
社
団
法
人
は
昭
和
四
十
七
年
に
解
散
）、
二
〇
〇
二
年
に
上

宮
会
に
名
称
変
更
し
現
在
に
い
た
る
。

　

創
立
者
の
河
瀬
秀
治
に
つ
い
て
は
斎
藤
一
暁
に
よ
る
伝
記
『
河
瀬
秀
治
先
生
伝
』（

3
）、
お
よ
び
上
宮
会
の
会
史
『
上
宮
教
会
八
十
年

史
』（

4
）に
よ
っ
て
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十
二
月
十
五
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
三
年
四
月
二
日
に
逝
去

し
た
。
明
治
十
二
年
に
美
術
展
覧
会
を
組
織
す
る
龍
池
会
を
結
成
し
、
副
会
頭
と
な
り
、
東
京
美
術
学
校
の
創
立
や
帝
室
技
芸
員
制
度

の
発
案
な
ど
明
治
期
の
美
術
行
政
に
深
く
か
か
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

河
瀬
が
本
像
を
え
て
上
宮
教
会
に
本
尊
と
し
て
奉
ず
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
河
瀬
自
身
の
記
録
「
上
宮
太
子
御
尊
像
の
伝
来
の

御
は
な
し
」（
付
載
史
料
一
）
が
あ
る
。
以
下
、
主
と
し
て
そ
の
記
録
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
記
録
を
補
う
こ
と
に
す
る
。
本

像
は
、
河
瀬
秀
治
が
島
田
蕃
根
か
ら
上
宮
教
会
創
立
以
前
に
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
島
田
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
一
月

八
日
生
ま
れ
で
明
治
四
十
年
九
月
二
日
に
逝
去
し
た
仏
教
学
者
で
あ
る（

5
）。
幕
末
に
天
台
宗
本
山
派
修
験
道
の
大
先
達
と
し
て
活
躍

し
、
明
治
に
な
る
と
還
俗
し
て
、
内
務
省
な
ど
に
勤
務
す
る
。
そ
の
か
た
わ
ら
仏
教
学
者
と
し
て
も
活
躍
し
、
弘
教
書
院
か
ら
『
縮
刷

大
蔵
経
』
を
六
年
が
か
り
で
出
版
し
た
。
古
書
・
骨
董
蒐
集
の
趣
味
が
あ
り
、
古
美
術
品
（
主
に
経
典
類
）
を
多
数
蒐
集
し
た
。
本
像

も
そ
の
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
島
田
は
本
郷
森
川
町
の
私
邸
に
聖
徳
太
子
像
を
二
軀
所
蔵
し
て
い
た
と
い
い
、
一

軀
は
南
無
仏
太
子
像
す
な
わ
ち
太
子
二
歳
の
像
で
あ
り（

6
）、
も
う
一
軀
は
「
御
祈
願
像
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
体
の
譲
与
を

所
望
し
た
河
瀬
に
対
し
て
、島
田
は
い
ず
れ
で
も
よ
い
と
答
え
た
よ
う
だ
が
、河
瀬
は
「
御
祈
願
像
」
を
選
ん
だ
。
こ
の
「
御
祈
願
像
」



― 98―

こ
そ
本
像
で
あ
る
。
島
田
は
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
超
え
る
規
模
の
聖
徳
太
子
堂
（
実
際
に
は
建
立
さ
れ
ず
）
を
建
設
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け

て
い
た
ほ
ど
で
、
明
治
に
お
け
る
代
表
的
な
聖
徳
太
子
信
奉
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。

　

本
像
は
河
瀬
入
手
後
に
東
京
美
術
学
校
で
修
理
を
ほ
ど
こ
さ
れ
、
浅
草
寺
伝
法
院
で
奥
田
貫
昭
（
一
八
四
六
―
一
九
〇
〇
）
に
よ
っ

て
開
眼
供
養
さ
れ
た
が
、
像
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
島
田
が
あ
る
商
人
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
も
の
で
、
大
和
国
か
ら
出
た
と
い
う
こ
と

以
外
に
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
今
泉
雄
作
ほ
か
の
鑑
定
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初

期
の
製
作
と
さ
れ
た
ら
し
い
。
ま
だ
造
像
銘
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
泉
の
解
説
は
の
ち
に
公
刊
さ
れ

て
い
る
（
付
載
史
料
二
）。
開
眼
供
養
の
の
ち
、
河
瀬
と
親
交
が
あ
り
、
か
つ
聖
徳
太
子
信
仰
に
篤
か
っ
た
北
野
元
峰
（
一
八
四
二
―

一
九
三
三
）
が
止
住
し
た
、
芝
愛
宕
町
の
青
松
寺
（
東
京
都
港
区
）
に
寄
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、『
河
瀬
秀
治
先
生
伝
』
に
よ
れ
ば
、
本
像
は
中
央
仏
教
会
館
の
講
堂
に
移
坐
さ
れ
る
こ
と
も
予
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

河
瀬
が
乗
り
気
で
は
な
く
、
開
館
時
に
一
時
的
に
安
置
さ
れ
た
だ
け
で
、
す
ぐ
に
青
松
寺
に
戻
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年

に
は
、
彫
刻
家
加
納
鉄
哉
が
上
宮
教
会
の
た
め
に
本
像
の
模
像
を
一
万
体
製
作
し
、
寄
贈
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
製
作
の
た
め
に
河

瀬
が
資
金
を
援
助
し
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
の
模
像
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
河
瀬
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
頒
布
趣
旨
が
残

る（
7
）。

　

ま
た
『
河
瀬
秀
治
先
生
伝
』
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
年
四
月
二
十
二
日
に
は
、
麹
町
区
永
楽
町
（
千
代
田
区
）
の
日
本
工
業
倶
楽
部
内

に
お
い
て
上
宮
教
会
主
催
の
聖
徳
太
子
千
三
百
年
御
祭
典
が
催
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
に
本
像
が
安
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
た（

8
）。
河
瀬
が
本
像
を
正
式
に
上
宮
教
会
に
奉
納
し
た
の
は
、
こ
の
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
（『
河
瀬
秀
治

先
生
伝
』
収
録
の
願
書
は
付
載
史
料
四
の
末
尾
に
転
載
）。
そ
の
後
、河
瀬
は
聖
徳
太
子
堂
建
立
の
所
願
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
（
付

載
史
料
三
）、
実
現
し
て
い
な
い
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
像
は
長
ら
く
青
松
寺
に
寄
託
さ
れ
、
当
初
は
宝
蔵
ま
た
は
開
山
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
関
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東
大
震
災
（
大
正
十
二
年
九
月
一
日
）
以
後
、
昭
和
五
年
に
再
建
さ
れ
た
本
堂
に
移
坐
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
年
八
月
に
建
築
家
氏
家
重
次
郎
の
調
査
に
よ
っ
て
像
内
銘
が
み
い
だ
さ
れ
た
が
、
翌
年
二
月
四
日
、
青
松
寺
本
堂
内
部
の
火

災
に
遭
い
焼
損
し
た
。
こ
の
火
災
に
つ
い
て
新
聞
数
紙
に
記
事
が
出
た
が
、
特
に
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
記
事
が
詳
し
く
、
前
年
の
銘

記
発
見
か
ら
焼
損
ま
で
の
経
緯
を
記
す（

9
）。
こ
の
直
前
に
国
宝
保
存
法
下
で
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

指
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
翌
年
九
月
ま
で
に
佐
崎
霞
村
に
よ
っ
て
復
元
修
理
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
際
の
修
理
記
録
が
像
内
に

残
さ
れ
て
い
る
。
修
理
後
も
青
松
寺
に
安
置
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
本
像
は
昭
和
四
十
七
年
、
多
田
瑞
穂
に
よ
る
修
理
を
受
け
た
の
を
機
に
、
青
松
寺
か
ら
日
暮
里
上
宮
教
会
病
院
（
当
時
）

に
移
坐
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
修
理
の
概
要
は
『
上
宮
教
会
所
蔵
聖
徳
太
子
孝
養
像
修
理
報
告
書
』（
付
載
史
料
四
）
に
記

さ
れ
る
。二　

像
の
概
要
（
形
状
・
法
量
・
品
質
構
造
・
保
存
状
態
）

　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
罹
災
し
た
際
の
本
像
の
損
傷
は
か
な
り
激
し
か
っ
た
も
の
と
み
え
、
修
理
箇
所
も
多
い
。
基
礎
デ
ー

タ
を
報
告
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
形
状
・
品
質
構
造
に
関
し
て
、
古
写
真
（
三
種
類
を
確
認
し
た
）【
図
12
―

14
】
や
そ
の
後
の
昭
和

四
十
七
年
の
修
理
報
告
書
（
付
載
史
料
四
）
等
を
参
照
し
な
が
ら
、随
時
昭
和
十
一
年
以
前
の
状
態
に
復
し
て
記
述
し
た
部
分
が
あ
る
。

形
状

　

頭
髪
は
中
央
で
左
右
に
振
り
分
け
、
両
耳
上
方
で
無
文
の
帯
で
括
り
角
髪
に
結
う
。
正
面
を
み
て
口
を
閉
め
る
。
三
道
相
を
あ
ら
わ

す
（
昭
和
十
二
年
の
修
理
以
前
は
三
道
相
を
あ
ら
わ
さ
な
い
）。
袍
・
袈
裟
・
横
被
・
裙
を
着
け
る
。
袍
は
筒
袖
、
丸
襟
で
、
正
面
中

央
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。
袈
裟
は
左
肩
を
お
お
い
、
右
腋
下
を
通
っ
て
正
面
に
ま
わ
り
、
背
部
か
ら
紐
で
吊
っ
て
残
り
の
端
を
左
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前
膊
に
か
け
る
。
横
被
は
右
肘
後
ろ
の
袈
裟
の
内
側
か
ら
引
出
し
て
右
腕
の
下
で
上
縁
を
折
返
し
、
袍
の
外
側
か
ら
正
面
に
ま
わ
っ
て

袖
状
に
垂
れ
る
。
裙
は
判
然
と
し
な
い
が
正
面
で
打
ち
合
わ
せ
る
か
。
沓
を
履
く
。
沓
は
正
面
が
三
山
形
に
立
ち
上
が
り
そ
の
内
側
に

扇
形
の
飾
り
を
あ
ら
わ
す
。
両
手
を
屈
臂
し
て
掌
を
仰
向
け
て
、
右
手
は
柄
香
炉
を
支
え
、
左
手
は
柄
に
添
え
て
第
五
指
に
横
被
の
一

端
を
ひ
っ
か
け
る
（
修
理
以
前
の
左
手
は
柄
の
後
端
に
添
え
る
）。
直
立
す
る
。

法
量

　

像
高
九
四
・
一
cm
（
三
尺
一
寸
）、
髪
際
高
九
〇
・
一
cm
（
二
尺
九
寸
七
分
）
の
像
で
、
現
状
の
頭
部
前
面
は
後
補
で
あ
る
が
、
当
初

か
ら
髪
際
高
三
尺
に
整
え
ら
れ
て
造
像
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
法
量
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（
単
位
cm
）。

　

頂
―
顎　
　

一
五
・
四　
　
　
　

面　

長　
　

一
一
・
六

　

面　

幅　
　
　

九
・
八　
　
　
　

角
髪
張　
　

一
四
・
六

　

面　

奥　
　

一
四
・
五　
　
　
　

胸　

奥　
　

一
四
・
五

　

腹　

奥　
　

一
五
・
一　
　
　
　

肘　

張　
　

二
八
・
四

　

袖
裾
張　
　

二
五
・
四　
　
　
　

裙
裾
張　
　

二
一
・
五

　

沓
先
開 

外 

一
九
・
五

　
　
　
　

 

内 　

三
・
九

品
質
構
造

　

本
像
は
ヒ
ノ
キ
と
思
わ
れ
る
材
の
寄
木
造
り
で
、
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
修
理
以
前
は
玉
眼
を
嵌
入
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

頭
・
体
部
は
別
材
と
し
、
頭
部
は
前
後
二
材
を
矧
ぎ
、
内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
。
体
幹
部
は
両
肩
以
下
の
体
側
部
を
ふ
く
み
正
中
線
と
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体
側
部
中
央
を
と
お
る
線
（
足

ま
で
い
た
る
）
で
四
材
を
矧
ぎ
（
前
後
左
右
の
矧
ぎ
目
は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
各
一
、
計
八
ヵ
所
の
板
状

傭

で
緊
結
す
る
）、
内
刳
り
す
る
。
両
前
膊
半
ば
よ
り
先
に
各
一
材
を
矧
ぐ
。
両
手
首
先
各
挿
込
み
矧
ぎ
。
左
前
膊
の
外
側
に
垂
れ

る
袈
裟
の
衣
端
、
体
部
正
面
横
被
末
端
に
別
材
を
矧
ぐ
。
角
髪
、
両
沓
先
、
柄
香
炉
は
別
材
製
。
像
底
を
わ
ず
か
に
刳
り
上
げ
る
。
こ

の
ほ
か
に
後
頭
部
の
両
側
面
に
各
楕
円
形
の
別
材
を
矧
ぎ
付
け
て
い
る
と
い
う（

10
）。

　

表
面
は
錆
漆
下
地
、
白
下
地
彩
色
で
、
袍
に
は
丹
が
認
め
ら
れ
る
。

保
存
状
態

　

昭
和
十
二
年
の
修
理
時
の
補
足
部
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
頭
部
前
面
、
角
髪
、
両
前
膊
半
ば
よ
り
先
、
両
手
首
先
、
横
被
、
柄

香
炉
、
古
色
塗
り
。
ま
た
、
頸
部
底
面
を
切
り
詰
め
、
両
肩
突
端
部
、
袍
の
襟
正
面
部
、
左
上
膊
部
正
面
、
脚
部
中
央
か
ら
左
袖
に
い

た
る
袈
裟
の
縁
、
両
沓
先
先
端
に
補
材
を
当
て
る
。
両
足

の
前
後
の
矧
ぎ
目
の
襠
材
も
同
時
か
と
思
わ
れ
る
。
両
沓
先
は
昭
和
十
二

年
の
修
理
以
前
の
後
補
で
あ
る
。
ま
た
、
修
理
以
前
の
古
写
真
に
写
る
柄
香
炉
は
金
属
製
で
あ
っ
た
か
に
み
え
る
。

　

昭
和
四
十
七
年
の
修
理
で
は
、
昭
和
十
二
年
の
修
理
時
に
体
部
前
面
の
表
面
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
塗
料
の
盛
り
上
げ
を
取
り
除
き
補
修

す
る
。
ま
た
、
柄
香
炉
の
柄
を
新
補
す
る
。

　

台
座
（
框
座
。
高
二
二
・
〇
cm
。
ヒ
ノ
キ
、
黒
漆
塗
り
）
は
昭
和
十
二
年
の
製
作
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
古
写
真
に
み
え
る
、
四
隅

を
切
り
落
と
し
た
方
形
の
台
座
は
亡
失
す
る
。

三　

銘
記
お
よ
び
納
入
品

銘
記

　

本
像
に
は
像
内
に
以
下
の
墨
書
が
あ
り
、
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
に
大
仏
師
尭
慶
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
「
不
退
寺
本
尊
」
で
あ
っ
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た
こ
と
が
わ
か
る
。

1
、
頸
部
背
面

2
、
胸
部
及
び
上
背
部

（
胸
部
）
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（
上
背
部
）

3
、
腹
部
以
下
及
び
背
部
下
方
以
下

（
腹
部
以
下
）

衆
生
有
苦　

三
称
我
名　

若
我
誓
願
大
悲
中

不
往
救
者　

不
取
正
覚　

一
人
不
成
二
世
願

奉
造
立　

上
宮
太
子
十
六
歳
御
影

右
上
宮
太
子
者　
　
　
　
　
　
　

我
随
虚
妄
罪
過
中　

不
逃
本
覚
捨
大
悲

用
明
天
皇
之
皇
子
観
音
之
垂
跡
也
出
自
彼
大
唐
衡
山
室
生
於
此
日
域

豊
日
宮
遂
討
仏
法
之
怨
敵
方
恣
明
王
之
崇
重
恵
日
當
時
遥
照
一
天
法
水
自
斯
普
布
四
海

是
以
解
脱
涅
槃
之
道
永
弘
和
国
諸
悪
莫
作
之
教
遂
留
本
朝
我
等
生
尺
迦
末
法
欣

浄
土
聖
出
離
豈
非
太
子
之
広
恩
于
併
是
救
世
之
方
便
也
伝
之
造
立

形
像
図
写
真
影
欲
報
恩
則
徳
矣
又
願
我
等
生

世

間
奉
値
遇

太
子
興
隆
仏
法
利
益
衆
生
又
願
此
太
子
結
縁
諸
人
必
引
接
安
養
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浄
土
仍
所
記
如
件

（
背
部
下
方
以
下
）

文
永
七
年
庚午
潤
九
月
十
二
日　

大
仏
師
尭
慶　

番
匠
三
郎　

七
郎

不
退
寺
本
尊　

大
勧
進
沙
門
了
敏
敬
白　

執
筆
沙
門
澄
意

曩
謨
羅
怛
曩
二合
怛
羅
夜
也
曩
謨
阿
引
哩
夜
縛
路
引
枳
帝
湿

縛
二合
羅
引
也
曽
地
薩
怛
縛
二合
也
摩
訶
薩
怛
縛
二合
也
摩
訶
引
迦
嚕

迦
引
也
怛
你
也
他
去引
唵
斫
訖
羅
二合
韈
底
振
多
摩

摩
賀
引
跛
納

銘
二合
嚕
嚕
底
瑟
婉
二合
入
縛
二合

阿
引
迦
里
灑
也
吽
泮

娑
縛
去引
賀

唵
跛
娜
麼
二合
振
引
摩

入
縛
羅
吽　

唵
縛
娜
跛
納
銘
二合
吽

　

以
上
の
銘
記
は
現
在
、
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
の
解
体
修
理
時
に
お
け
る
写
真
（
銘
記
2
・

3
）【
図
7
―

10
】
と
臨
書
（
銘
記
1
―

3
）
が
残
る
。
す
べ
て
当
初
の
造
像
記
と
認
め
ら
れ
る
。

銘
記
に
関
す
る
考
察

　

ま
ず
、
銘
記
中
に
み
ら
れ
る
梵
字
や
漢
文
陀
羅
尼
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
銘
記
1
の
梵
字
二
行
の
う
ち
初
行
が
大
日
如
来
応
身
真
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言
、
次
行
が
五
大
種
子
で
あ
る
。
銘
記
2
の
や
や
大
き
め
に
記
す
計
四
字
は
、
大
日
如
来
を
除
く
金
剛
界
四
仏
（
阿
閦
・
宝
生
・
阿
弥

陀
・
不
空
成
就
）
を
あ
ら
わ
す
。
銘
記
3
の
漢
文
陀
羅
尼
は
、
不
空
訳
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
儀
軌
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第

二
〇
巻
、
二
〇
六
頁
b
）
に
説
か
れ
る
如
意
輪
観
音
の
根
本
真
言
（
下
記
の
二
真
言
以
外
）、
心
真
言
（
唵
跛
娜
麼
二合
振
引
摩

入
縛

羅
吽
）、
心
中
心
真
言
（
唵
縛
娜
跛
納
銘
二合
吽
）
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
若
干
、
字
句
の
異
同
が
あ
る
。
如
意
輪
観
音
真

言
の
執
筆
は
聖
徳
太
子
を
如
意
輪
観
音
の
化
身
と
す
る
密
教
的
解
釈
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
続
く
梵
字
群
は
上
下
三
段

に
分
か
れ
、
上
か
ら
金
剛
界
お
よ
び
胎
蔵
界
大
日
如
来
種
子
、
胎
蔵
界
中
台
八
葉
院
八
仏
、
光
明
真
言
（
横
書
き
）
を
あ
ら
わ
す
。

　

次
に
銘
記
3
の
腹
部
以
下
及
び
背
部
下
方
以
下
に
記
さ
れ
る
願
文
の
内
容
に
注
目
し
よ
う
。願
文
中
に
は
人
名
と
し
て
大
仏
師
尭
慶
、

番
匠
三
郎
・
七
郎
、
大
勧
進
沙
門
了
敏
、
執
筆
沙
門
澄
意
が
み
え
る
。
尭
慶
は
い
う
ま
で
も
な
く
本
像
作
者
で
あ
り
、
三
郎
・
七
郎
も

像
の
製
作
に
か
か
わ
っ
た
木
工
技
術
者
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
六
章
で
の
べ
る
。
大
勧
進
了
敏
は
本
像
造
立
を
計
画
し
た

僧
で
、
こ
の
願
文
も
彼
の
願
意
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
澄
意
は
銘
記
の
執
筆
者
で
あ
る
。

　

了
敏
と
同
名
の
僧
の
事
績
は
こ
の
時
期
に
二
件
知
ら
れ
る
。
一
件
目
は
、正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
十
月
十
三
日
の
奥
書
を
持
つ
「
聖

武
天
皇
講
式
」
を
あ
ら
わ
し
た
こ
と
（『
魚
山
叢
書
』（

11
）所
収
、
文
政
七
年
〔
一
八
二
四
〕
書
写
）、
二
件
目
は
、
正
応
四
年
正
月

二
十
三
日
、
東
大
寺
知
足
院
南
坊
で
『
天
王
寺
秘
決
』（『
提
波
羅
惹
寺
摩
訶
所
生
秘
決
』）
と
『
上
宮
皇
太
子
菩
薩
伝
』
を
書
写
し
た

こ
と
で
あ
る（

12
）。
二
件
は
同
一
人
物
の
事
績
と
み
て
よ
い
が
、『
天
王
寺
秘
決
』
の
奥
書
に
は
、「
正
応
四
年
辛
卯
正
月
廿
三
日
、
於

南
都
東
大
寺
知
足
院
南
坊
書
写
之
了
、沙
門
了
敏
生
年
五
十
三
戒
臈
三
十
二
」
と
あ
り
、こ
の
了
敏
は
正
応
四
年
の
時
点
で
五
十
三
歳
、

出
家
し
て
三
十
二
年
。
逆
算
す
る
と
生
年
は
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
で
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
二
十
二
歳
で
出
家
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
文
永
七
年
に
は
三
十
二
歳
、
出
家
し
て
か
ら
十
一
年
で
あ
り
、
銘
記
中
の
大
勧
進
了
敏
と
年
代
的
に
矛
盾
は
な
い
。
ま
た

「
聖
武
天
皇
講
式
」は
聖
武
天
皇
が
聖
徳
太
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
い
う
言
説
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、『
天
王
寺
秘
決
』

が
四
天
王
寺
に
お
け
る
聖
徳
太
子
関
係
伝
記
の
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
了
敏
の
聖
徳
太
子
信
仰
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。



― 106―

　

澄
意
は
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
に
造
ら
れ
た
西
大
寺
中
興
叡
尊
八
十
歳
の
寿
像
で
あ
る
同
寺
興
正
菩
薩
像
像
内
納
入
「
授
菩
薩

戒
弟
子
交
名
」（

13
）に
、「
山
城
国
人　

澄
意　

唯
静
房
」
と
し
て
み
え
る
人
物
と
同
人
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
叡
尊
は
生
涯
を
通
じ

て
太
子
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
叡
尊
周
辺
の
人
物
が
聖
徳
太
子
造
像
に
か
か
わ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。

　

銘
記
中
に
は
、
原
所
在
に
関
す
る
「
不
退
寺
本
尊
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
河
瀬
秀
治
が
島
田
蕃
根
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
大
和

国
伝
来
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
退
寺
は
現
在
奈
良
市
に
所
在
す
る
不
退
寺
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
不
退
寺
は
、
阿
保
親
王

（
平
城
上
皇
子
、
在
原
業
平
父
）
創
立
と
も
い
い
、
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
に
は
存
在
し
た
こ
と
が
『
三
代
実
録
』
か
ら
わ
か
る（

14
）。

創
立
当
初
の
伽
藍
の
規
模
や
安
置
仏
像
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

不
退
寺
の
現
在
の
本
尊
は
平
安
時
代
前
期
の
聖
観
音
菩
薩
立
像
で
あ
る
。
こ
の
像
は
三
尊
像
の
脇
侍
の
一
だ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ

り（
15
）、
観
音
像
を
本
尊
と
し
て
安
置
し
た
と
い
う
史
料
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
本
堂
厨
子
屋
根
裏
墨
書
ま
で
く
だ
る
。
ま
た

近
世
に
は
鎌
倉
時
代
製
作
の
不
動
明
王
坐
像
が
不
退
寺
本
尊
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
、
同
像
の
近
世
の
補
材
に
記
さ
れ
た
「
南

都
不
退
寺
金
堂
本
尊
也
」
の
墨
書
か
ら
わ
か
る（

16
）。

　

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
不
動
明
王
像
以
前
に
は
、
銘
記
に
い
う
よ
う
に
本
像
が
不
退
寺
本
尊
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
寺
内
の
一
堂
の
本
尊
あ
る
い
は
一
時
的
な
儀
式
の
本
尊
を
こ
の
よ
う
に
記
す
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
不
退
寺

の
名
は
、
西
大
寺
興
正
菩
薩
像
の
像
内
納
入
文
書
の
う
ち
前
掲
「
授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
」、「
西
大
寺
西
僧
房
造
営
同
心
合
力
奉
加
帳
」

（
17
）や
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
の
「
六
波
羅
探
題
下
知
状
案
」（

18
）中
の
関
東
御
祈
祷
諸
寺
に
み
え
、
叡
尊
と
の
関
係
が
う
か
が
え
る
。

お
そ
ら
く
叡
尊
の
聖
徳
太
子
信
仰
を
反
映
し
て
、
叡
尊
周
辺
の
僧
が
関
与
し
て
奈
良
・
元
興
寺
、
大
阪
・
道
明
寺
、
広
島
・
浄
土
寺
な

ど
で
孝
養
太
子
像
が
造
ら
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
時
期
に
不
退
寺
で
聖
徳
太
子
像
が
造
立
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
像
銘
記
か
ら
は
、
本
像
が
奈
良
不
退
寺
の
像
と
し
て
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
こ
に
は
西
大
寺
叡

尊
周
辺
人
物
の
影
が
み
え
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
銘
記
中
に
は
、
聖
徳
太
子
像
と
し
て
の
性
格
に
か
か
わ
る
文
言
も
み
え
る
が
、
そ
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れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
の
べ
る
。

納
入
品

　

か
つ
て
石
田
茂
作（

19
）に
よ
り
本
像
の
像
内
文
書
と
し
て
写
真
【
図
11
】
が
紹
介
さ
れ
た
左
記
の
願
文
が
あ
る
。
紙
本
墨
書
と
思
わ

れ
る
。
上
宮
会
の
資
料
に
は
こ
の
文
書
の
存
在
を
記
す
も
の
が
な
く
、
い
ま
所
在
不
明
で
確
認
で
き
な
い
が
、
造
像
当
初
の
納
入
品
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
こ
こ
に
掲
げ
る
。

一
願
従
今
身
至
成
仏

　

応
行
於
施
波
羅
蜜

　

若
不
余
不
取
正
覚

二
願
従
今
身
至
成
仏

　

応
行
於
戒
波
羅
蜜

　

若
不
余
不
取
正
覚

三
願
従
今
身
至
成
仏

　

応
行
於
忍
波
羅
蜜

　

若
不
余
不
取
正
覚

四
願
従
今
身
至
成
仏

　

応
行
於
禅
波
羅
蜜

　

不
余
不
取
正
覚
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五
願
従
今
身
至
成
仏

　

応
行
於
進
波
羅
蜜

　

若
不
余
不
取
正
覚

六
願
従
今
身
至
成
仏

　

応
修
於
智
波
羅
蜜

　

若
不
余
不
取
正
覚

七
願
従
今
身
至
成
仏

　

菩
提
心
連
増
長

　

若
不
余
不
取
正
覚

八
願
従
今
身
至
成
仏

　

今
三
宝
興
隆
久
住

　

若
不
余
不
取
正
覚

九
願
従
今
身
至
成
仏

　

不
応
自
高
化
下

　

若
不
余
不
取
正
覚

十
願
従
今
身
至
成
仏

　

於
一
切
学
入
無
僊

　

若
不
余
不
取
正
覚
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十
ヵ
条
の
願
を
挙
げ
る
書
式
を
と
る
、
こ
の
種
の
願
文
は
鎌
倉
時
代
の
仏
像
の
像
内
納
入
文
書
に
ま
ま
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（

20
）。

四　

聖
徳
太
子
造
像
に
お
け
る
位
置

　

聖
徳
太
子
造
像
史
上
に
お
い
て
、
上
宮
会
像
の
こ
と
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
銘
記
中
に
「
上
宮
太
子
十
六
歳
御
影
」
と
あ
り
、
太
子

十
六
歳
の
肖
像
と
判
明
す
る
点
、
ま
た
「
造
立
形
像
図
写
真
影
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
姿
の
原
型
と
な
っ
た
「
真
影
」
の
存
在
を
暗
示
す

る
点
で
あ
る
。

　

本
像
の
よ
う
に
、
袍
・
袈
裟
・
横
被
・
裙
を
着
け
、
両
手
で
柄
香
炉
を
も
ち
、
横
被
の
端
を
左
手
の
第
五
指
に
か
け
る
、
も
し
く
は

左
手
で
と
る
聖
徳
太
子
像
は
、
特
に
孝
養
太
子
像
あ
る
い
は
孝
養
像
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
像
容
は
、『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
「
天
皇
不

。
太
子
不
レ
解
二
衣
帯
一
。
日
夜
侍
レ
病
。
天
皇
一
飯
。
太
子
一
飯
。
天
皇
再
飯
。
太
子
再
飯
。
擎
二
香
炉
一
祈
請
。
音
不
レ
絶
レ
響
」
と

あ
る
、
病
に
伏
せ
っ
た
父
用
明
天
皇
を
看
病
し
、
柄
香
炉
を
と
っ
て
病
気
平
癒
を
祈
る
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
。
孝
養
太
子
像

は
、
製
作
年
代
の
わ
か
る
作
例
で
は
、
寛
元
五
年
（
一
二
四
七
）
の
慶
禅
作
埼
玉
・
天
洲
寺
像（

21
）【
図
15
】
を
最
古
と
し
て
、
鎌
倉
中

期
以
後
の
作
例
が
現
存
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
形
式
の
太
子
像
を
「
孝
養
」
と
形
容
す
る
の
は
、
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
頃
成
立
し

た
『
文
保
本
太
子
伝
』
に
「
十
六
歳
御
影
人
奉
名
孝
養
御
影
」
と
す
る
の
が
初
例
で
あ
る
。「
孝
養
」
の
呼
称
は
と
も
か
く
と
し
て
、

本
像
の
銘
記
に
よ
っ
て
、
文
永
七
年
に
は
孝
養
像
形
式
が
聖
徳
太
子
十
六
歳
の
像
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
原
型
と
な
っ
た
、
銘
記
に
い
う
「
真
影
」
と
は
、
ど
こ
に
あ
る
、
い
か
な
る
彫
像
あ
る
い
は
画
像
だ
っ
た
ろ
う
か
。
か
り
に
彫

像
に
か
ぎ
れ
ば
、
平
安
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
聖
徳
太
子
像
は
、
治
暦
五
年
（
一
〇
六
九
）
の
奈
良
・
法
隆
寺
絵
殿
旧
蔵
像
、
保
安
元
年

（
一
一
二
〇
）
の
京
都
・
広
隆
寺
上
宮
王
院
像
、
保
安
二
年
の
法
隆
寺
聖
霊
院
像
、
平
安
時
代
後
期
と
み
ら
れ
る
兵
庫
・
鶴
林
寺
像
な

ど
が
あ
る
が
、
広
隆
寺
像
以
外
は
坐
像
で
、
孝
養
太
子
像
と
は
か
な
り
像
容
が
異
な
る
。
広
隆
寺
上
宮
王
院
像
は
、
手
首
先
は
後
補
と

さ
れ
、
当
初
は
角
髪
を
結
っ
た
初
期
の
孝
養
像
と
同
形
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る（

22
）。
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ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
九
月
十
八
日
に
藤
原
経
光
が
河
内
国
太
子
御
廟
、
す
な
わ
ち
現
在
の
大
阪
・
叡

福
寺
と
科
長
廟
に
参
詣
し
、
御
影
堂
で
「
十
六
御
影
」
を
奉
礼
し
た
こ
と
が
『
民
経
記
』
に
み
え
る
こ
と
で
あ
る（

23
）。
こ
こ
に
み
え

る
「
十
六
御
影
」
す
な
わ
ち
太
子
十
六
歳
の
肖
像
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
が
、
あ
る

い
は
、
太
子
御
廟
に
現
存
す
る
叡
福
寺
聖
霊
殿
現
存
の
裸
形
着
装
の
聖
徳
太
子
像
が
「
十
六
御
影
」
に
相
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
現

存
像
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
石
川
知
彦
氏
に
よ
れ
ば（

24
）、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
左
手
に
柄
香
炉
、
右
手
に
笏
を

と
り
、
足
は
素
足
で
右
足
を
わ
ず
か
に
踏
み
出
す
。
像
高
一
四
四
・
六
cm
、
木
造
、
彩
色
、
植
髪
、
玉
眼
嵌
入
の
像
で
、
下
衣
を
彫
出

す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
縫
製
の
衣
を
装
着
す
る
裸
形
着
装
像
の
範
疇
に
は
い
る
像
ら
し
い
。
中
世
の
太
子
御
廟
に
裸
形
着

装
像
が
存
し
た
こ
と
は
、『
嘉
元
記
』
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
正
月
十
日
条
の
記
載
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
河
内
国
太

子
御
廟
、
武
家
打
入
、
坊
中
在
家
悉
令
二
焼
失
一
了
、
堂
塔
伽
藍
少
々
残
之
、
御
廟
之
内
無
二
違
乱
一
、
御
影
堂
乱
入
シ
テ
、
御
衣
ハ
取
了
、

御
手
足
少
々
破
損
云
々
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
御
衣
ハ
取
了
」の
文
言
を
裸
形
着
装
像
の
着
衣
を
奪
っ
た
と
い
う
意
味
に
解
す
れ
ば
、

こ
の
と
き
太
子
御
廟
で
武
家
の
狼
藉
を
受
け
た
の
が
現
存
の
裸
形
着
装
の
太
子
像
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
石
川
氏
は
現
在
の
両
手

の
形
を
当
初
と
み
て
い
る
よ
う
だ
が
、
あ
る
い
は
こ
の
被
害
の
あ
と
の
改
変
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
右
手
に
笏
を
と
る
孝
養
像
が
あ

ら
わ
れ
、
増
え
る
の
は
十
四
世
紀
で
あ
る
こ
と
は
次
章
で
説
く
）。

　

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
孝
養
太
子
像
の
成
立
は
次
の
よ
う
な
経
過
を
へ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
平

安
時
代
後
期
の
太
子
信
仰
興
隆
の
な
か
で
造
ら
れ
た
聖
徳
太
子
像
の
う
ち
、
裸
形
着
装
の
特
異
な
形
式
で
造
ら
れ
た
広
隆
寺
上
宮
王
院

像
が
継
承
さ
れ
て
か
ど
う
か
は
確
証
を
も
た
な
い
が
、
と
も
あ
れ
や
は
り
裸
形
着
装
の
太
子
像
が
嘉
禄
二
年
以
前
に
太
子
御
廟
に
も
安

置
さ
れ
る
に
い
た
り
、
そ
の
像
は
「
十
六
御
影
」
つ
ま
り
太
子
十
六
歳
の
肖
像
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
像
を
太
子
の
「
真
影
」
を
伝
え
る

像
と
し
て
、
そ
の
像
の
着
装
の
さ
ま
ま
で
も
ふ
く
め
定
型
化
し
て
普
通
の
木
彫
像
と
し
て
成
立
し
た
の
が
、
天
洲
寺
像
や
上
宮
会
像
の

よ
う
な
初
期
の
孝
養
太
子
像
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
上
宮
会
像
の
銘
記
に
み
え
る
「
真
影
」
の
語
に
は
、
広
隆
像
や
叡
福
寺
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像
の
よ
う
な
裸
形
着
装
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い（

25
）。
な
お
実
証
の
段
階
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
考
察
の

手
が
か
り
と
し
て
上
宮
会
像
の
銘
記
の
内
容
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

五　

形
式
と
表
現

　

前
章
で
の
べ
た
よ
う
に
、
上
宮
会
聖
徳
太
子
像
は
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
孝
養
太
子
像
の
一
作
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
製
作

年
代
が
判
明
し
て
い
る
他
の
作
例
と
形
状
や
表
現
を
比
較
し
な
が
ら
、
上
宮
会
像
の
特
色
を
検
討
す
る
。
鎌
倉
時
代
の
孝
養
太
子
像
の

作
例
を
別
表
に
ま
と
め（

26
）、
着
衣
形
式
、
持
物
の
と
り
方
、
面
貌
表
現
の
三
点
に
注
目
し
て
分
類
し
、
番
号
・
記
号
化
し
た
。
分
類

の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
別
表
中
の
「
着
衣
」「
持
物
」「
面
貌
」
欄
の
番
号
・
記
号
は
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
。

着
衣
形
式

①　

袍
・
袈
裟
・
横
被
（
右
肩
を
お
お
わ
ず
、
一
端
を
左
手
に
か
け
る
）・
裙
・
沓

②　

袍
・
袈
裟
・
横
被
（
右
肩
を
お
お
う
ま
た
は
少
し
は
ず
す
）・
裙
・
沓

③　

袍
・
袈
裟
（
両
肩
を
袒
ぎ
、
一
端
が
左
の
手
元
に
い
た
る
）・
横
被
・
袴
・
沓

④　

袍
・
袈
裟
（
偏
袒
右
肩
に
着
け
、
一
端
が
左
の
手
元
に
い
た
る
）・
横
被
・
袴
・
沓

持
物
の
と
り
方

Ａ　

両
手
で
柄
香
炉
を
と
る

Ｂ　

左
手
は
柄
香
炉
を
、
右
手
は
笏
を
と
る
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【別表】鎌倉時代の孝養太子像

所蔵
製作年代

品質構造 像高
（cm） 着衣 持物 面貌

和暦 西暦

大阪 大聖勝軍寺 鎌倉時代前期 木造 95.0 ② A Ⅱ

埼玉 天洲寺 寛元5 1247 木造　彩色　玉眼 140.9 ① A Ⅰ

奈良 元興寺 文永5 1268 木造　彩色・切金　玉眼 119.7 ① A Ⅱ

東京 上宮会 文永7 1270 木造　彩色　玉眼 94.1 ① A Ⅱ

奈良 金峯山寺 文永11 1274 木造　玉眼 159.7 ② A Ⅰ

大阪 道明寺 弘安9 1286 木造　彩色・切金　玉眼 106.3 ① A Ⅰ

茨城 無量寺 正安3 1301 木造　彩色　玉眼 124.7 ③ A Ⅰ

広島 浄土寺 乾元2 1303 木造　彩色　玉眼 94.9 ① A Ⅰ

山形 本山慈恩寺 正和3 1314 木造　彩色・切金　玉眼 95.2（①）※1 A Ⅰ

石川 松岡寺

鎌倉時代後期

木造　彩色・切金　玉眼 152.8 ① A Ⅰ

奈良 成福寺 木造　彩色・切金　玉眼 84.2 ② A Ⅱ

茨城 善重寺 木造　彩色　玉眼 131.8 ③ B Ⅰ

京都 佛光寺 元応2 1320 木造　彩色・切金　玉眼 94.5 ④ B Ⅰ

岩手 個人蔵 嘉暦2 1327 木造　彩色 100.0 ※2 （A）※3 Ⅱ

福井 聖徳寺 嘉暦4 1329 木造　彩色　玉眼 132.5 ③ B Ⅱ

愛知 聖徳寺 元弘3 1333 木造　彩色　玉眼 87.0 ③ （B）※4 Ⅰ

山梨 仁勝寺

鎌倉時代後期

木造　彩色・切金　玉眼 114.8 ④ B Ⅱ

愛知 本證寺 木造　彩色　玉眼 133.5 ③ B Ⅰ

福井 本覚寺 木造　彩色　玉眼 132.8 ③ （B）※5 Ⅰ

※1　横被亡失
※2　横被を着けず、袈裟は左肩をおおい、右肩に少しかかる
※3　両手首先および持物亡失
※4・5　持物亡失
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面
貌
表
現

Ⅰ　

目
を
吊
り
上
げ
る

Ⅱ　

目
を
吊
り
上
げ
な
い

　

ま
ず
、
着
衣
形
式
を
概
観
す
る
と
、
十
四
世
紀
の
一
〇
年
代
あ
た
り
ま
で
は
着
衣
形
式
は
①
②
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
一
三
二
〇
年

あ
た
り
を
境
に
着
衣
形
式
③
ま
た
は
④
に
転
換
す
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
の
茨
城
・
無
量
寺
像（

27
）は

こ
の
形
式
で
は
抜
群
に
早
い
例
で
あ
る
。
こ
の
着
衣
形
式
の
像
は
持
物
に
も
新
し
い
形
式
を
採
用
し
、
Ｂ
の
形
式
、
す
な
わ
ち
柄
香
炉

は
左
手
に
と
り
、
右
手
に
笏
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
無
量
寺
像
で
は
ま
だ
持
物
の
形
式
は
Ａ
で
あ
る
。
こ
の
着
衣
③
ま
た
は
④
と
持
物

Ｂ
の
組
み
合
わ
せ
の
像
は
、
真
宗
寺
院
に
多
く
残
り
、
特
に
「
真
俗
二
諦
像
」
と
呼
ば
れ
、
袈
裟
と
柄
香
炉
で
仏
法
を
、
笏
で
王
法
を

象
徴
し
て
い
る
と
さ
れ
る（

28
）。

　

表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
宮
会
像
は
初
期
の
作
例
に
典
型
的
な
着
衣
①
に
持
物
Ａ
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
慶
派
仏
師
と
考

え
ら
れ
る
慶
禅
作
の
寛
元
五
年
（
一
二
四
七
）
埼
玉
・
天
洲
寺
像（

29
）【
図
15
】
を
は
じ
め
、
善
派
仏
師
の
善
春
ら
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ

た
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
奈
良
・
元
興
寺
像（

30
）【
図
16
】、
院
派
仏
師
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
大
阪
・

道
明
寺
像（

31
）、
院
派
仏
師
院
憲
作
の
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
広
島
・
浄
土
寺
像（

32
）な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
仏
師
系
統
を
超
え
て
共

有
さ
れ
る
基
本
的
な
形
式
で
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
元
興
寺
像
、
道
明
寺
像
、
浄
土
寺
像
の
銘
文
に
は
西
大
寺
中
興
の
祖
叡
尊
の

法
弟
子
や
関
係
者
な
ど
の
名
が
み
え
、
叡
尊
教
団
の
選
択
し
た
孝
養
太
子
像
の
形
式
が
そ
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
宮
会
像
の
銘

記
に
も
叡
尊
周
辺
の
僧
の
名
が
み
え
た
。

　

文
永
十
一
年
の
奈
良
・
金
峯
山
寺
像
も
ま
た
納
入
品
中
に
叡
尊
周
辺
の
僧
の
名
が
み
え
る
も
の
の
、
着
衣
形
式
②
は
他
と
異
な
る
。

そ
の
作
者
を
杉
山
二
郎
氏
は
慶
派
仏
師
康
円
の
作
と
想
定
し（

33
）、
田
邉
三
郎
助
氏
は
康
円
の
次
代
慶
秀
の
作
と
推
定
し
た
が（

34
）、
重
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量
感
の
あ
る
作
風
は
そ
れ
ら
の
推
定
を
首
肯
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
着
衣
形
式
②
は
慶
派
に
よ
る
新
機
軸
と
み
る
こ
と
も
可
能
か
も
し

れ
な
い
。

　

衣
文
の
構
成
や
表
現
の
う
え
で
、
こ
と
に
上
宮
会
像
と
近
似
す
る
の
は
、
元
興
寺
像
で
あ
る
。
右
肩
か
ら
腕
に
か
か
る
衣
に
あ
ら
わ

さ
れ
た
衣
文
の
深
い
彫
り
は
よ
く
似
て
お
り
、
そ
の
つ
く
り
に
立
体
感
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
横
被
や
袈
裟
の
縁
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
大

き
な
波
状
の
衣
文
線
も
両
者
は
共
通
す
る
。

　

最
後
に
面
貌
表
現
で
あ
る
が
、
天
洲
寺
像
以
降
、
孝
養
太
子
像
の
多
く
は
童
子
形
で
あ
り
な
が
ら
眉
を
ひ
そ
め
た
厳
し
い
顔
つ
き
に

つ
く
ら
れ
る
。
こ
れ
は
平
安
後
期
の
法
隆
寺
聖
霊
院
聖
徳
太
子
像
を
踏
襲
す
る
も
の
と
も
い
え
る
が
（
そ
こ
に
は
神
像
に
お
け
る
神
威

の
表
現
と
も
か
か
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
）、
同
様
の
表
現
を
適
用
さ
れ
る
も
の
に
鎌
倉
時
代
以
後
の
文
殊
菩
薩
像
な
ど
が

あ
り
、
厳
し
い
目
つ
き
が
、
聖
徳
太
子
の
賢
さ
の
表
象
と
も
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
元
興
寺
像
と
上
宮
会
像
の

面
貌
は
厳
し
さ
を
強
調
し
な
い
こ
と
も
共
通
す
る
。
こ
の
点
で
も
上
宮
会
像
と
元
興
寺
像
に
こ
と
に
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

六　

仏
師
尭
慶
に
つ
い
て

　

上
宮
会
聖
徳
太
子
像
の
作
者
尭
慶
に
は
、他
の
現
存
作
例
と
し
て
同
じ
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
の
奈
良
・
円
成
寺
聖
僧
像
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
同
像
の
概
要
を
の
べ
た
う
え
で
尭
慶
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
ま
と
め
、
尭
慶
の
系
譜
に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う
。

　

円
成
寺
聖
僧
像（

35
）【
図
17
―

22
】
は
法
衣
の
上
に
覆
肩
衣
・
袈
裟
を
着
け
て
坐
る
老
僧
の
姿
で
、像
高
八
〇
・
一
cm
（
二
尺
六
寸
四
分
）、

ヒ
ノ
キ
材
寄
木
造
り
、
彩
色
、
玉
眼
嵌
入
の
像
で
あ
る
。
像
内
体
部
背
面
に
、
造
像
記
と
み
ら
れ
る
左
記
の
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
像
が

忍
辱
山
す
な
わ
ち
円
成
寺
の
食
堂
の
安
置
像
で
あ
る
こ
と
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
古
像
を
像
内
に
籠
め
た
こ
と（

36
）、
文
永
七
年
に
巧
匠

尭
慶
が
造
っ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
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忍
辱
山
食
堂
安
置
像
也　
古
像
者
往
年
安
置
今
依
評
定

奉
籠
之
造
立
時
代
不
知
之

　
　

于
時
文
永
七
年
庚午
六
月
十
四
日
始
新
造
之
勧
進
静
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
和
尚　
　
　
　

巧
匠
尭
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
源
大
法
師

　

円
成
寺
で
は
開
山
虚
滝
和
尚
像
と
す
る
も
の
の
、
銘
記
に
食
堂
安
置
像
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
僧
形
文

殊
像
あ
る
い
は
賓
頭
盧
像
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
一
種
神
経
質
な
趣
の
独
特
の
表
情
は
上
宮
会
像
の
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
修

理
前
の
面
貌
に
よ
く
似
て
お
り
、
二
像
の
銘
記
に
み
え
る
尭
慶
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
た
だ
ち
に
首
肯
さ
せ
る
。
頭
・
体
部
を
別

材
か
ら
造
る
構
造
技
法
が
円
成
寺
・
上
宮
会
の
二
像
に
共
通
す
る
こ
と
も
一
応
注
意
し
て
よ
い
。

　

老
僧
の
姿
を
や
や
誇
張
し
て
明
快
に
あ
ら
わ
し
た
作
風
に
、
や
や
く
だ
る
時
期
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
の
奈
良
・
西
大
寺
の
善

春
作
興
正
菩
薩
坐
像
（
叡
尊
肖
像
）（

37
）を
思
わ
せ
る
も
の
も
あ
り
、ま
た
顔
の
下
半
分
が
少
し
削
げ
た
よ
う
な
造
形
の
特
色
は
善
円
（
善

慶
）
の
一
派
と
み
ら
れ
る
弁
貫
が
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
造
っ
た
奈
良
・
弘
願
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像（

38
）な
ど
に
も
通
ず
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。

　

次
に
仏
像
の
像
内
納
入
文
書
を
ふ
く
む
史
料
に
知
ら
れ
る
尭
慶
の
足
跡
を
み
よ
う
。

　

正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
に
奈
良
・
唐
招
提
寺
礼
堂
本
尊
と
し
て
造
立
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像（

39
）は
、

百
三
十
六
点
に
お
よ
ぶ
像
内
納
入
文
書
が
あ
り
な
が
ら
作
者
を
明
示
す
る
資
料
を
欠
く
も
の
の
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
善
慶
ら

が
造
っ
た
西
大
寺
釈
迦
如
来
像（

40
）に
類
似
す
る
像
容
を
も
ち
、
い
わ
ゆ
る
善
派
系
統
の
仏
師
の
作
と
み
ら
れ
、
納
入
文
書
に
西
大
寺

像
の
造
立
仏
師
九
人
の
う
ち
善
慶
・
観
慶
・
弁
実
・
迎
摂
・
尊
慶
・
盛
舜
の
六
人
の
名
が
確
認
さ
れ
る
が
、
善
慶
（
善
円
）
の
子
善
春

と
と
も
に
尭
慶
の
名
も
み
え
る（

41
）。
他
の
仏
師
名
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
れ
が
上
宮
会
像
や
円
成
寺
像
の
作
者
仏
師
尭
慶
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に
あ
た
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
西
大
寺
像
の
造
立
仏
師
の
一
人
で
唐
招
提
寺
像
納
入
文
書
に
も
名
が
み
え
る
弁
実

は
、
文
応
元
年
の
弘
願
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
作
者
弁
貫
と
同
人
と
み
ら
れ
る
が
、
先
に
も
ふ
れ
た
弘
願
寺
像
の
顔
立
ち
と
唐
招
提
寺
像

の
そ
れ
が
類
似
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

42
）。

　

ま
た
、『
弘
安
三
年
長
谷
寺
建
立
秘
記
』
に
よ
り
弘
安
三
年
に
大
仏
師
運
実
に
従
っ
て
大
和
長
谷
寺
本
尊
十
一
面
観
音
菩
薩
像
再
興

に
参
加
し
た
こ
と
の
知
ら
れ
る
「
尭
慶
境
賢
房
法
橋

」
が
、
尭
慶
に
あ
た
る
こ
と
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
文
永
七
年
の

二
像
の
銘
記
に
は
、
僧
綱
位
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
後
、
弘
安
三
年
ま
で
の
間
に
法
橋
位
を
え
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
長
谷
寺
建
立
秘
記
』
の
称
号
に
付
さ
れ
た
「
境
賢
房
」
に
注
目
す
れ
ば
、
文
永
五
年
の
元
興
寺
聖
徳
太
子
像
納
入
品
「
木
仏
所
画

所
等
列
名
」
の
善
春
以
下
の
仏
師
に
み
え
る
「
慶
賢
房
」
も
尭
慶
に
あ
た
る
と
み
て
よ
い
。
元
興
寺
像
と
上
宮
会
像
と
が
同
じ
孝
養
太

子
像
と
し
て
同
系
統
に
属
す
る
こ
と
も
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

尭
慶
は
以
上
の
よ
う
に
諸
点
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
中
・
後
期
の
奈
良
で
活
躍
し
た
善
円
（
善
慶
）
一
派
と
の
深
い
か
か
わ
り
が
認

め
ら
れ
る
。
上
宮
会
像
の
銘
記
に
は
、「
番
匠
」
と
し
て
、
三
郎
・
七
郎
の
二
名
の
名
が
記
さ
れ
る
が
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
仏
像
の
造

像
記
録
に
、
本
来
は
建
築
工
事
に
従
事
す
る
木
工
技
術
者
で
あ
っ
た
番
匠
の
名
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
大
和
長
谷
寺
本
尊
十
一
面
観
音

像
の
再
興
記
録
（
建
保
度
・
弘
安
度
）、あ
る
い
は
守
門
の
金
剛
力
士
像
の
銘
記
の
よ
う
な
巨
像
の
場
合
を
別
と
す
れ
ば
、例
が
少
な
く
、

上
宮
会
像
の
銘
記
以
外
で
は
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
善
慶
以
下
の
仏
師
が
造
立
し
た
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
の
銘
記
が
知
ら
れ
る

く
ら
い
で
あ
る
。
西
大
寺
像
の
銘
記
に
は
番
匠
五
人
の
名
が
記
さ
れ
、う
ち
三
人
は
厨
子
の
製
作
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
が
、

残
り
の
二
人
は
木
師
（
仏
師
）・
絵
師
（
絵
仏
師
）
と
と
も
に
造
像
に
か
か
わ
っ
た
。
上
宮
会
像
の
銘
記
の
番
匠
が
造
像
の
直
接
関
係

者
か
、
厨
子
の
製
作
者
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
仏
師
と
と
も
に
番
匠
が
銘
記
に
名
を
連
ね
る
の
は
善
慶
工
房
と
尭
慶
工
房
に
組
織
的
な

類
似
点
が
あ
る
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。や
が
て
室
町
時
代
の
南
都
に
お
い
て
は
番
匠
集
団
の
な
か
か
ら
造
仏
に
進
出
す
る
一
派
が
あ
ら
わ
れ
、

宿
院
仏
所
を
形
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、上
宮
会
像
銘
記
の
三
郎
・
七
郎
の
名
は
そ
の
は
る
か
な
先
蹤
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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な
お
、
尭
慶
の
「
慶
」
字
を
も
つ
名
は
素
直
に
解
す
れ
ば
慶
派
仏
師
の
系
統
の
名
で
あ
る
が
、
善
円
一
派
に
は
他
に
も
観
慶
・
尊
慶

な
ど
「
慶
」
字
を
も
つ
名
が
知
ら
れ
、
も
と
も
と
こ
の
派
が
、
慶
派
主
流
が
京
都
に
進
出
し
た
後
、
奈
良
に
残
さ
れ
た
派
内
の
傍
流
仏

師
を
糾
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
弘
安
三
年
の
長
谷
寺
本
尊
再
興
は
、
正
系
と
み
ら
れ
る
運
実
・
慶
秀
・
湛
康
主
宰

の
慶
派
の
造
像
に
、
傍
系
仏
師
が
ふ
た
た
び
合
流
し
た
状
況
を
し
め
す
も
の
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
上
宮
会
聖
徳
太
子
像
は
こ
こ
に
い

た
る
間
の
事
情
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
も
貴
重
な
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

注（
1
） 

山
本
勉
「『
弘
安
三
年
長
谷
寺
建
立
秘
記
』
に
み
る
仏
師
群
の
動
向
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
』
一
一
〇
）
一
九
八
一
年
三
月
。

　

 
 

一
九
八
〇
年
十
月
の
調
査
は
山
本
勉
・
岡
田
健
・
渡
辺
誠
士
が
お
こ
な
っ
た
。

　

 
 

な
お
、
上
宮
会
像
は
本
文
中
で
も
ふ
れ
る
が
、
か
つ
て
長
く
東
京
・
青
松
寺
に
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
青
松
寺
所
蔵
像
と
し
て
諸
書
に
情
報
が
掲

載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
左
記
は
そ
の
一
例
で
本
像
の
原
色
写
真
を
掲
載
し
、
解
説
を
付
し
て
い
る
。

　

 
 

伊
藤
延
男
・
小
林
剛
『
中
世
寺
院
と
鎌
倉
彫
刻
』（『
原
色
日
本
の
美
術
』
六
）
一
九
六
八
年
三
月　

小
学
館
。

（
2
） 

山
本
勉
「
聖
徳
太
子
像
（
上
宮
会
）」（
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
一
一
所
収
）
二
〇
一
五

年
二
月
刊
行
予
定　

中
央
公
論
美
術
出
版
。

（
3
） 

斎
藤
一
暁
『
河
瀬
秀
治
先
生
伝
』
一
九
四
一
年
四
月　

上
宮
教
会
。

（
4
） 

高
木
武
三
郎
編
『
上
宮
教
会
八
十
年
史
』
一
九
七
七
年
十
一
月　

上
宮
教
会
。

（
5
） 

島
田
蕃
根
翁
延
寿
会
編
『
島
田
蕃
根
翁
』
一
九
〇
八
年
四
月
。

（
6
） 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
一
月
二
十
一
日
付
の
記
事
「
島
田
蕃
根
翁
」
に
よ
れ
ば
、南
無
仏
像
は
法
隆
寺
伝
来
と
い
う
。

（
7
） 

注
3
の
『
河
瀬
秀
治
先
生
伝
』
に
よ
れ
ば
頒
布
趣
旨
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

（
前
略
）我
が
上
宮
教
会
は
夙
に
太
子
の
遺
訓
を
奉
じ
、　

今
上
天
皇
陛
下
の
聖
旨
に
基
き
、真
文
明
の
発
展
と
国
民
道
徳
の
涵
養
と
を
目
的
と
し
、

創
立
以
来
十
有
余
年
、
講
義
に
演
説
に
、
或
は
書
籍
を
発
行
し
、
或
は
雑
誌
を
頒
布
し
、
鋭
意
此
の
遺
訓
と
聖
旨
と
の
伝
播
を
以
て
任
と
し
た

り
し
が
、
今
回
鋳
造
彫
刻
を
以
て
盛
名
あ
る
加
納
鉄
哉
氏
も
亦
志
を
本
会
と
一
に
し
、
四
恩
報
謝
の
大
願
を
発
し
太
子
尊
像
一
万
軀
を
製
し
、
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之
を
本
会
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
り
。（
後
略
）

（
8
） 

そ
の
様
子
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
四
月
二
十
三
日
付
の
記
事
「
諸
大
臣
も
参
列
し
て
聖
徳
太
子
御
祭
典
」
や
創
立

二
十
五
周
年
記
念
誌
で
あ
る
斎
藤
一
暁
編
『
聖
徳
』（
一
九
二
二
年
四
月　

上
宮
教
会
出
版
部
）
に
納
め
ら
れ
た
口
絵
「
千
三
百
年
祭
記
念
写
真
」

に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
9
） 

『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
二
月
五
日
付
記
事
。

（
10
） 

付
載
史
料
四
の
『
上
宮
教
会
所
蔵
聖
徳
太
子
孝
養
像
修
理
報
告
書
』
に
よ
る
。

（
11
） N

iels G
U

E
L

B
E

R
G

「
講
式
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（h

ttp://w
w

w
.f.w

ased
a.jp/g

u
elb

erg
/k

osh
ik

i/d
aten

b
-j.h

tm

、
一
九
九
七
年
）。

（
12
） 

棚
橋
利
光
編
『
四
天
王
寺
古
文
書
』
一　

一
九
九
六
年
三
月　

清
文
堂
出
版
。

（
13
） 

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
一
九
五
六
年
三
月　

大
谷
出
版
社
（
一
九
七
七
年
十
月　

法
蔵
館
）。

（
14
） 

工
藤
圭
章
「
不
退
寺
の
歴
史
」（『
大
和
古
寺
大
観
』
五
「
不
退
寺
」
所
収
）
一
九
七
八
年
三
月　

岩
波
書
店
。

（
15
） 

奥
健
夫
氏
に
よ
る
。
文
化
庁
所
蔵（
瑞
景
寺
旧
蔵
）観
音
菩
薩
立
像
と
一
具
で
あ
っ
た
と
い
う（『
読
売
新
聞
』二
〇
一
一
年
五
月
十
七
日
付
記
事
）。

（
16
） 

水
野
敬
三
郎
「
五
大
明
王
像
」（
注
14
の
『
大
和
古
寺
大
観
』
五
「
不
退
寺
」
所
収
）。

（
17
） 

注
13
の
『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
所
収
。

（
18
） 

『
鎌
倉
遺
文
』
二
六
、
一
九
六
七
〇
号
。

（
19
） 

石
田
茂
作
『
聖
徳
太
子
尊
像
聚
成
』
一
九
七
六
年
二
月　

講
談
社
。

（
20
） 

例
を
挙
げ
れ
ば
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
の
神
奈
川
・
称
名
寺
弥
勒
菩
薩
立
像
の
納
入
願
文
「
ゑ
ん
さ
い
願
文
」
や
同
三
年
の
西
大
寺
興
正

菩
薩
像
の
納
入
願
文
「
僧
賢
善
願
文
」「
僧
行
如
願
文
」
な
ど
が
あ
る
。

（
21
） 

水
野
敬
三
郎
「
聖
徳
太
子
像
（
天
洲
寺
）」（
水
野
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
六
所
収
）
二
〇
〇
八
年
二

月　

中
央
公
論
美
術
出
版
。

（
22
） 

伊
東
史
朗
編
『
調
査
報
告　

広
隆
寺
上
宮
王
院
聖
徳
太
子
像
』
一
九
九
七
年
一
月　

京
都
大
学
学
術
出
版
会
。

（
23
） 

『
民
経
記
』
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
九
月
十
八
日
条
（

は
判
読
不
能
抹
消
文
字
、
□
は
解
読
困
難
文
字
）。

 
 

 

十
八
日
、
天
晴
、
如
法
為
曙
之
程
、
著
浄
衣
、
令
参
河
内
国
太
子
御
廟
給
、（
中
略
）
先
参
御
墓

奉
礼
、
下
州
□
日
光
奉
遷
奉
礼
、
次
参
本
堂

令
中
御
明
給
、
次
令
参
御
影
堂
給
、
奉
礼
十
六
御
影
（
後
略
）

（
24
） 

石
川
知
彦
「
叡
福
寺
の
仏
教
美
術
」（
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
名
宝
―
河
内
三
太
子
：
叡
福
寺
・
野
中
寺
・
大
聖
勝
軍
寺
―
』
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所
収
）
二
〇
〇
八
年
四
月　

N
H
K
大
阪
放
送
局
・
N
H
K
プ
ラ
ネ
ッ
ト
近
畿
・
読
売
新
聞
大
阪
本
社
。

（
25
） 

た
だ
し
『
関
東
往
還
記
』
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
七
月
二
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
幕
府
執
権
北
条
時
頼
は
往
年
感
じ
た
夢
想
に
よ
り
巧

匠
を
法
隆
寺
に
行
か
せ
、「
聖
徳
太
子
真
影
」
を
模
し
、
形
勢
や
彩
色
を
違
え
ず
に
造
立
し
た
が
、
供
養
を
遂
げ
て
お
ら
ず
、
叡
尊
に
供
養
を
依
頼

し
た
と
い
う
。『
西
大
寺
勅
諡
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
弘
長
二
年
条
に
引
く
同
年
七
月
九
日
付
け
の
叡
尊
の
「
上
宮
太
子
開
光
表
白
」
は
こ
の
模
像

に
対
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、像
の
開
眼
供
養
は
鎌
倉
苑
寺
で
行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
場
合
の「
聖
徳
太
子
真
影
」は
法
隆
寺
に
あ
っ

た
と
い
う
の
だ
か
ら
聖
霊
院
像
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
十
六
歳
と
は
別
の
年
齢
の
「
真
影
」
像
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

鎌
倉
当
時
に
あ
っ
て
何
ら
か
の
特
別
の
由
緒
を
も
つ
も
の
が
「
真
影
」
で
あ
る
と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

（
26
） 

主
と
し
て
注
19
の
石
田
著
書
、
大
阪
市
立
美
術
館
監
修
『
聖
徳
太
子
信
仰
の
美
術
』（
一
九
九
六
年
一
月　

東
方
出
版
）
に
よ
る
。
表
の
ほ
か
に

石
田
著
書
に
は
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
の
愛
知
・
太
子
寺
像
も
挙
げ
る
が
写
真
を
収
録
し
て
い
な
い
。

（
27
） 

山
本
勉
「
水
海
道
・
無
量
寺
の
正
安
三
年
銘
聖
徳
太
子
像
」（『
M
U
S
E
U
M
』
五
八
五
）
二
〇
〇
三
年
八
月
。

（
28
） 

こ
れ
に
対
し
て
、
津
田
徹
英
氏
は
、
太
子
が
笏
を
と
る
姿
は
、
聖
徳
太
子
絵
伝
中
、
日
羅
が
「
救
世
観
音
大
菩
薩
」
と
恭
礼
し
た
十
二
歳
時
の

太
子
の
姿
が
投
影
さ
れ
た
も
の
で
、
太
子
が
観
音
菩
薩
の
垂
迹
で
あ
る
こ
と
を
表
象
し
て
い
る
と
の
べ
る
。
一
方
で
、
藤
岡
穣
氏
は
、
聖
徳
太
子

像
の
史
的
展
開
を
た
ど
り
詳
細
な
検
討
を
お
こ
な
っ
た
う
え
で
、
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
の
『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
発
現
を
契
機
に
造
像

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
四
天
王
寺
聖
霊
院
の
「
聖
霊
像
」
と
「
童
像
」、そ
し
て
す
で
に
成
立
し
て
い
た
勝
鬘
経
講
讃
像
が
、そ
の
後
の
太
子
像
の
イ
メ
ー

ジ
の
原
型
に
な
っ
た
と
考
え
、
柄
香
炉
を
「
童
像
」
の
、
笏
を
「
聖
霊
像
」
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　

 
 

津
田
徹
英
「
中
世
に
お
け
る
聖
な
る
か
た
ち
と
し
て
の
童
子
形
聖
徳
太
子
像
と
そ
の
機
能
」（
阿
部
泰
郎
編
著
『
日
本
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト

の
諸
位
相
と
統
辞
法
（
名
古
屋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
テ
ク
ス
ト
の
布
置
の
解
釈
学
的
研
究
と
教
育
」
第
四
回
国
際
研
究
集
会

報
告
書
）』
所
収
）
二
〇
〇
八
年
十
二
月　

名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
。

　

 
 

藤
岡
穣
「
聖
徳
太
子
像
の
成
立
―
四
天
王
寺
聖
霊
院
像
を
基
点
と
す
る
太
子
像
の
史
的
理
解
の
た
め
に
―
」（『
文
学
』
一
一
ノ
一
）
二
〇
一
〇

年
一
月
。

（
29
） 

水
野
敬
三
郎
「
聖
徳
太
子
像
（
天
洲
寺
）」（
注
21
の
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
六
所
収
）。

（
30
） 

西
川
杏
太
郎
「
聖
徳
太
子
立
像
（
孝
養
太
子
像
）」（『
大
和
古
寺
大
観
』
三
「
元
興
寺
極
楽
坊
」
所
収
）
一
九
七
七
年
六
月　

岩
波
書
店
。

 
 

岩
田
茂
樹
「
聖
徳
太
子
像
（
元
興
寺
）」（
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
一
〇
所
収
）
二
〇
一
四

年
二
月　

中
央
公
論
美
術
出
版
。
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（
31
） 

小
林
剛
・
杉
山
二
郎
「
道
明
寺
聖
徳
太
子
像
―
聖
徳
太
子
像
研
究
の
中
―
」（『
文
化
史
論
叢
』〔『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
』
八
〕
所
収
）

一
九
六
〇
年
二
月　

吉
川
弘
文
館
（
杉
山
『
日
本
彫
刻
史
研
究
法
』
所
収　

一
九
九
一
年
六
月　

東
京
美
術
）。

（
32
） 
杉
山
二
郎
「
尾
道
浄
土
寺
と
そ
の
聖
徳
太
子
像
―
聖
徳
太
子
像
研
究
の
う
ち
（
五
）
―
」（『
大
和
文
化
研
究
』
七
ノ
二
）
一
九
六
二
年
月
（
注

31
の
杉
山
著
書
所
収
）。

（
33
） 
杉
山
二
郎
「
金
峯
山
寺
の
聖
徳
太
子
像
」（『
M
U
S
E
U
M
』
一
二
四
）
一
九
六
一
年
七
月
（
注
31
の
杉
山
著
書
所
収
）。

（
34
） 

田
邉
三
郎
助
「
鎌
倉
中
期
の
奈
良
仏
師
―
い
わ
ゆ
る
善
派
を
中
心
に
―
」（『
西
大
寺
と
奈
良
の
古
寺
』〔『
日
本
古
寺
美
術
全
集
』
六
〕
所
収
）

一
九
八
三
年
一
月　

集
英
社
（『
田
邉
三
郎
助
彫
刻
史
論
集
』
所
収　

二
〇
〇
一
年
五
月　

中
央
公
論
美
術
出
版
）。

（
35
） 

円
成
寺
聖
僧
像
に
つ
い
て
は
、
山
本
・
小
久
保
・
神
野
が
奥
健
夫
・
大
澤
慶
子
・
瀨
谷
貴
之
の
諸
氏
と
と
も
に
二
〇
一
三
年
八
月
二
十
三
日
に

実
査
し
た
。
詳
細
は
左
記
に
報
告
予
定
。

　

 
 

山
本
勉
「
聖
僧
像
（
円
成
寺
）」（
注
2
の
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
一
一
所
収
）。

（
36
） 

銘
記
に
い
う
「
古
像
」
も
現
存
す
る
。
合
掌
す
る
老
相
の
僧
形
像
で
、
像
高
四
五
・
八
cm
。
ヒ
ノ
キ
材
一
木
造
り
、
彩
色
。
平
安
時
代
後
期
の
製

作
と
み
ら
れ
る
。

（
37
） 

田
邉
三
郎
助
「
興
正
菩
薩
坐
像
（
愛
染
堂
）」（『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
一
四
「
西
大
寺
」
所
収
）
一
九
七
三
年
五
月　

岩
波
書
店
（
補
訂
版　

二
〇
〇
一
年
十
一
月
）。

（
38
） 

奥
健
夫
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
弘
願
寺
）」（
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
九
所
収
）
二
〇
一
三

年
二
月　

中
央
公
論
美
術
出
版
。

（
39
） 

奥
健
夫
「
釈
迦
如
来
像
（
唐
招
提
寺
）」（
注
38
の
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
九
所
収
）。

（
40
） 

田
邉
三
郎
助
「
釈
迦
如
来
像
（
西
大
寺
）」（
注
21
の
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
六
所
収
）。

（
41
） 

注
39
の
奥
解
説
中
、
納
入
品
一
と
し
て
翻
刻
掲
出
す
る
文
書
。
三
五
頁
九
行
目
に
尭
慶
の
名
が
み
え
る
。

（
42
） 

鈴
木
喜
博
「
弘
願
寺
阿
弥
陀
如
来
像
に
つ
い
て
」（
増
補
吉
野
町
史
編
集
委
員
会
編
『
増
補
吉
野
町
史
』
所
収
）
二
〇
〇
四
年
三
月　

吉
野
町
。

付
載
史
料
一

河
瀬
秀
治
「
上
宮
太
子
御
尊
像
伝
来
の
御
は
な
し
」（『
聖
徳
』
所
収　

一
九
二
二
年
四
月　

上
宮
教
会
出
版
部
）
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上
宮
太
子
御
尊
像
伝
来
の
御
は
な
し

此
御
尊
像
は
、
三
経
学
士
と
称
し
て
一
生
を
太
子
の
研
究
に
委
ね
て
居
ら
れ
た
、
故
島
田
蕃
根
翁
が
所
持
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
り
ま
す
。
翁
は
一
代
の
鴻
儒
と
し
て
、学
●
（
マ
マ
）神
儒
仏
に
渉
り
、仏
教
外
護
の
大
居
士
で
、誰
知
ら
ぬ
も
の
な
き
偉
人
で
あ
り
ま
し
た
。

小
生
等
は
翁
を
先
輩
と
し
て
仰
い
で
居
り
ま
し
た
の
で
、
屢
々
そ
の
私
邸
を
訪
問
し
て
種
々
な
話
を
承
は
つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
同

翁
の
室
内
は
常
に
古
本
を
以
て
充
満
せ
ら
れ
、
殊
に
掃
除
な
ど
も
充
分
な
ら
ざ
れ
ば
一
見
し
て
清
貧
洗
ふ
が
如
き
古
学
者
た
る
の
体
面

を
表
示
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
。
い
つ
も
其
ニ
コ
ヤ
カ
な
顔
を
古
書
堆
裏
に
埋
め
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
頃
翁
は
本
郷
森
川
町

の
私
邸
に
太
子
の
御
尊
像
を
御
二
体
所
持
せ
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
。
其
御
一
体
は
世
間
普
通
に
南
無
仏
の
御
像
と
唱
へ
ら
れ
て
居
る
御

像
で
、
他
の
御
一
体
は
即
ち
此
御
祈
願
の
御
像
で
あ
り
ま
す
。
或
時
是
非
其
内
の
御
一
体
を
譲
与
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
請
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
翁
も
小
生
が
太
子
崇
拝
者
た
る
こ
と
は
克
く
知
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
故
、
非
常
に
喜
ん
で
直
ち
に
承
諾
せ
ら
れ
、
貴
下
の

所
有
に
帰
す
れ
ば
太
子
の
御
尊
像
も
定
め
し
御
満
足
に
思
召
す
な
ら
ん
、
御
二
体
の
内
何
れ
に
て
も
貴
意
に
任
す
べ
し
と
申
さ
れ
ま
し

た
の
で
此
御
祈
願
の
御
像
を
拝
受
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
譲
受
ま
し
た
折
御
像
に
多
少
の
御
損
じ
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
早
速
東
京
美

術
学
校
に
依
頼
し
て
損
所
に
御
修
繕
を
加
へ
、
蕃
根
翁
の
手
を
経
て
浅
草
伝
法
院
に
於
て
天
台
宗
当
時
の
大
徳
故
奥
田
貫
昭
国
師
に
開

眼
供
養
を
し
て
戴
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ほ
御
尊
像
の
古
き
御
伝
来
に
つ
き
故
翁
に
尋
ね
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
翁
も
或
る
商

人
よ
り
需
め
ら
れ
た
も
の
で
頗
る
古
い
と
云
ふ
こ
と
と
、
大
和
の
国
よ
り
出
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
の
外
に
は
、
そ
れ
以
前
の
御

来
歴
に
就
て
何
等
の
史
料
も
持
ち
合
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
後
鑑
定
家
諸
氏
の
評
定
す
る
処
に
よ
り
ま
す
れ
ば
今
泉
雄
作

君
の
鑑
定
と
粗
同
じ
く
、
其
製
作
年
代
は
平
安
末
期
よ
り
鎌
倉
初
期
の
間
な
ら
ん
と
云
ふ
こ
と
に
定
ま
り
ま
し
た
。
顧
ふ
に
維
新
前
に

は
必
ず
相
当
由
緒
あ
る
御
場
所
に
御
安
置
、
尊
崇
せ
ら
れ
た
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、
彼
の
維
新
当
時
行
は
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
の
廃
仏
毀

釈
の
厄
に
遇
ひ
た
ま
ひ
て
、
畏
れ
多
く
も
薪
炭
同
様
に
放
棄
せ
ら
れ
、
遂
に
世
間
に
流
出
す
る
に
至
り
自
然
商
人
等
の
手
に
入
り
し
も

の
が
、
太
子
の
御
神
徳
と
、
蕃
根
翁
の
厚
き
信
仰
と
が
妙
合
し
て
、
遂
に
同
翁
の
崇
む
る
と
こ
ろ
と
な
り
し
も
の
と
推
察
す
る
の
で
あ
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り
ま
す
。
不
肖
秀
治
不
思
議
の
御
因
縁
に
よ
り
、此
御
尊
像
を
奉
ず
る
こ
と
を
得
ま
し
て
以
来
、歓
喜
胸
に
満
ち
、渇
仰
肝
に
銘
じ
て
、

こ

に
廿
余
年
の
間
尊
崇
い
た
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
彼
の
御
開
眼
の
御
修
法
を
受
て
よ
り
以
後
、
神
聖
な
る
御
霊
像
の
事
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
爾
来
俗
家
に
御
安
置
す
る
こ
と
を
憚
り
ま
し
て
芝
愛
宕
町
青
松
寺
に
御
安
置
を
願
ふ
こ
と
に
致
し
て
今
日
に
至
つ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
青
松
寺
前
住
現
永
平
寺
貫
首
北
野
元
峰
禅
師
は
特
に
聖
徳
太
子
信
仰
の
篤
き
御
方
で
も
あ
り
、
且
小
生
は
以
前
よ
り

禅
師
の
御
懇
命
を
蒙
り
つ

あ
る
身
で
御
座
い
ま
す
か
ら
、
彼
是
の
御
因
縁
に
依
り
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
此
御
像
は
上
宮

教
会
開
設
の
始
め
よ
り
そ
の
中
心
御
本
尊
と
し
て
毎
年
一
回
づ

は
必
ず
、
御
祭
典
を
執
行
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ほ
此
御
尊

像
将
来
の
事
に
つ
き
ま
し
て
は
別
項
に
小
生
の
希
望
と
所
願
と
を
掲
げ
て
置
き
ま
し
た
か
ら
、
是
非
御
一
読
あ
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
　

大
正
十
一
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
瀬
秀
治
謹
み
て
記
す

付
載
史
料
二

今
泉
雄
作
「
聖
徳
太
子
御
像
解
説
」（『
聖
徳
』
所
収　

一
九
二
二
年
四
月　

上
宮
教
会
出
版
部
）

　
　
　
　
　
　
　

聖
徳
太
子
御
像
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
会
員　

今
泉
雄
作

上
宮
教
会
奉
ズ
ル
処
ノ
太
子
ノ
尊
像
ハ
稀
世
精
巧
ノ
作
ナ
リ
。
其
形
状
ハ
普
通
十
六
歳
ノ
御
像
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
即
守
屋
ノ
戦

争
ニ
護
世
四
天
ヲ
祈
リ
賜
ヘ
ル
御
尊
像
ナ
ル
可
シ
（
尚
一
説
孝
養
御
像

4

4

4

4

ノ
称
ア
リ
）。
面
シ
テ
此
柄
香
炉
ヲ
把
ツ
テ
礼
拝
シ
玉
フ
御
像

ノ
世
ニ
伝
フ
ル
所
ノ
最
モ
古
キ
ハ
、
京
都
仁
和
寺
ニ
巨
勢
金
岡
ノ
筆
ト
シ
テ
伝
ハ
ル
画
像
ア
リ
。
其
書
像
ヲ
詳
ラ
カ
ニ
ス
ル
ニ
藤
原
ノ

末
期
、
鎌
倉
初
期
ノ
時
代
ニ
シ
テ
金
岡
ノ
筆
ニ
非
ハ
ル
論
ナ
シ
。
藤
原
ナ
レ
ハ
末
期
、
先
ツ
鎌
倉
ト
称
ス
可
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
ソ
レ
ヨ
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リ
古
キ
モ
ノ
ヲ
見
ズ
。
故
ニ
此
尊
像
モ
仁
和
寺
ノ
画
像
ト
侔
シ
ケ
レ
バ
其
時
代
ヨ
リ
以
前
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
疑
フ
可
カ
ラ
ス
ト
ス
。
此
御
像

ノ
形
状
ソ
レ
ヨ
リ
以
前
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
、
第
一
椎
髻
ノ
結
様
、
藤
原
末
ノ
天
童
ノ
形
状
ニ
シ
テ
初
期
ノ
体
ニ
非
ス
。
袈
裟
ノ
裁
法
、
古
代

ノ
制
ト
少
シ
ク
相
違
セ
リ
。
円
領
ノ
衣
ヲ
下
ニ
着
ケ
テ
下
衣
ハ
裙
ニ
似
タ
リ
、
是
レ
己
ニ
太
子
闕

ノ
御
袍
ナ
ド
ノ
事
、
世
ニ
疎
ナ
ル

時
代
ノ
作
ナ
ル
ヲ
称
ス
可
キ
ナ
リ
。
亦
坐
具
ヲ
画
キ
シ
モ
ノ
ア
リ
、
坐
具
ノ
制
モ
古
制
ニ
非
ス
。
把
リ
賜
フ
柄
香
炉
モ
已
ニ
古
制
ニ
異

ナ
ル
ヲ
見
ル
。
此
尊
像
モ
精
巧
無
比
ノ
作
ト
云
フ
可
キ
モ
、
時
代
ハ
鎌
倉
ヨ
リ
上
ル
可
カ
ラ
ス
ト
思
考
セ
リ
。
然
レ
ド
モ
其
製
作
ニ
至

ツ
テ
ハ
実
ニ
其
誰
タ
ル
ヲ
指
定
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
、
稀
世
ノ
名
工
ノ
作
ニ
係
リ
、
其
面
貌
ノ
尊
厳
、
慈
悲
ノ
眼
光
、
善
ク
末
法
ノ
衆
生

ヲ
救
ハ
セ
賜
フ
旨
趣
ニ
叶
フ
。
実
ニ
不
可
思
議
ノ
尊
容
ト
拝
シ
奉
ル
ナ
リ
。（
口
絵
太
子
御
像
参
照
）

此
御
像
解
説
ハ
斯
界
ノ
権
威
タ
ル
今
泉
翁
氏
ガ
、
今
回
特
ニ
執
筆
セ
ラ
レ
テ
、
御
寄
稿
下
サ
レ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
。
オ
孫
様
ヲ
失
ハ
レ
タ
御
不
幸

ノ
際
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ズ
、
是
レ
ヲ
御
書
キ
下
サ
レ
タ
先
生
ノ
労
ニ
対
シ
テ
厚
く
感
謝
ス
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。（
一
暁
）

　
　
　
　
　
　
　
　

附　

平
子
鐸
嶺
氏
御
像
解
説
抄

我
邦
文
明
ノ
一
大
恩
人
タ
ル
上
宮
太
子
ハ
、
申
ス
マ
デ
モ
ナ
ク
非
常
ニ
力
ヲ
仏
教
ノ
興
隆
ニ
ツ
ク
サ
レ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
後
ノ
仏
者
ハ
太

子
ヲ
皇
朝
ノ
大
恩
教
主
ト
シ
テ
崇
敬
シ
テ
居
ル
。
ソ
ノ
徳
ノ
高
ク
、
ソ
ノ
感
化
ノ
深
イ
ノ
ハ
、
実
ニ
不
可
思
議
ナ
ル
モ
ノ
デ
、
盛
衰
旦

夕
ヲ
マ
タ
ザ
ル
浮
世
ニ
ア
リ
テ
、
太
子
ノ
建
立
シ
給
ヘ
ル
法
隆
寺
ハ
、
千
古
ノ
面
目
ヲ
失
ハ
ス
ニ
現
存
シ
テ
居
ル
。
法
師
行
信
ガ
天
平

中
ニ
斑
鳩
ノ
宮
ノ
廃
址
ニ
建
テ
タ
所
謂
夢
殿
モ
今
ニ
旧
態
ヲ
存
シ
テ
居
ル
。
ソ
ノ
他
大
阪
ノ
天
王
寺
ヲ
見
ヨ
。
造
替
ハ
一
再
デ
ハ
ナ
イ

ガ
、
兎
ニ
角
往
時
ノ
盛
大
ニ
少
シ
モ
劣
リ
ハ
ナ
イ
。
河
内
ノ
太
子
ノ
御
廟
ヲ
見
ヨ
。
申
ス
モ
畏
イ
ガ
式
微
ノ
世
ニ
ハ
至
尊
ノ
陵
墓
サ
ヘ

荒
廃
を
極
メ
タ
ト
イ
フ
コ
ト
デ
ア
ル
ガ
、
太
子
ノ
御
廟
ハ
古
来
厳
然
ト
シ
テ
、
シ
カ
モ
叡
福
寺
ト
イ
フ
堂
塔
伽
藍
デ
コ
レ
ヲ
囲
繞
シ
テ

居
タ
ノ
デ
ア
ル
。
或
ハ
「
末
世
ノ
僧
ハ
祖
師
ヲ
売
ル
」
ノ
類
デ
、
太
子
ノ
聖
蹟
ハ
カ
ク
保
存
サ
レ
タ
ノ
デ
モ
ア
ラ
ウ
ガ
、
シ
カ
シ
ソ
ノ

祖
師
ノ
徳
、大
且
宏
デ
ナ
ケ
レ
バ
サ
ウ
ハ
売
レ
ヌ
筈
デ
ア
ル
。
何
ニ
シ
テ
モ
太
子
ハ
偉
イ
、カ
ウ
イ
フ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
自
然
、

太
子
ノ
御
像
ト
シ
テ
世
ニ
伝
ヘ
ラ
レ
テ
居
ル
モ
ノ
ガ
中
々
少
ク
ナ
イ
。
ソ
ノ
ウ
チ
二
ハ
造
像
芸
術
上
カ
ラ
見
テ
実
ニ
優
品
ト
ス
ベ
キ
モ
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ノ
モ
ア
ル
、
服
飾
史
上
ノ
参
考
ニ
欠
ク
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
モ
ア
ル
、
歴
史
上
ノ
確
実
ナ
事
実
ヲ
伝
ヘ
ル
モ
ノ
モ
ア
ル
。
今
コ
ヽ
ニ
コ
レ

ラ
ヲ
一
括
シ
テ
何
処
ニ
ド
ウ
イ
フ
モ
ノ
ガ
ア
ツ
テ
、
ド
ウ
イ
フ
ト
コ
ロ
ガ
貴
重
デ
ア
ル
カ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
、
専
ラ
以
上
ノ
三
項
ノ
方
面

カ
ラ
ノ
ベ
テ
見
ヨ
ウ
ト
思
フ
。
マ
タ
コ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
後
世
イ
カ
様
ナ
風
ニ
太
子
信
仰
サ
レ
、
ド
ン
ナ
ニ
牽
強
サ
レ
タ
カ
ト
イ
フ
コ
ト
モ

少
シ
ハ
分
ル
。（
以
上
緒
言
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
和
寺
所
蔵
太
子
十
六
歳
画
像
ニ
就
テ

太
子
十
六
歳
ノ
御
像
ハ
、
普
通
守
屋
ヲ
誅
伐
遊
バ
シ
テ
、
四
天
王
寺
ヲ
難
波
ノ
玉
造
ノ
東
岸
ノ
上
ヘ
御
造
リ
ナ
サ
レ
タ
オ
年
ニ
ト
ツ
タ

モ
ノ
ト
サ
レ
テ
ア
ル
。
太
子
ノ
御
生
年
ニ
種
々
説
ノ
ア
ル
コ
ト
ハ
且
ラ
ク
略
ス
ル
ト
シ
テ
、
一
般
ニ
信
仰
上
デ
定
メ
ラ
レ
テ
居
タ
御
誕

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

生4

ハ
敏
達
天
皇
元
年
デ
物
部
守
屋
ト
ノ
御
合
戦
ハ
用
明
天
皇
ノ
二
年
デ
ア
ル
カ
ラ
、
丁
度
御
十
六
歳
ニ
ア
タ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
、

其
実
ハ
十
四
歳
ノ
御
時
、史
実
ハ
ト
ニ
角
軍
勝
タ
バ
寺
ヲ
創
メ
ム
ト
誓
ハ
セ
ラ
レ
タ
ト
云
フ
ノ
ハ
名
高
イ
伝
説
デ
ア
ル
、釈
迦
ニ
提
婆
、

太
子
ニ
守
屋
ト
申
位
ノ
守
屋
ガ
誅
ニ
伏
シ
、
四
天
王
寺
ガ
建
テ
ラ
レ
タ
時
デ
ア
ル
カ
ラ
、
仏
家
ノ
眼
カ
ラ
見
レ
バ
仏
法
ノ
新
紀
元
、
太

子
様
ニ
ハ
大
事
ノ
オ
年
ト
申
ス
ノ
デ
、
ソ
コ
デ
後
世
袈
裟
ヲ
召
シ
、
香
炉
ヲ
擎
ゲ
給
フ
三
宝
頂
礼
ノ
十
六
歳
御
像
ガ
出
来
タ
。
其
実
四

天
王
寺
ハ
ホ
ン
ノ
計
画
ダ
ケ
ガ
其
年
ニ
出
来
タ
ノ
デ
、
推
古
天
皇
ノ
元
年
ニ
四
天
王
寺
ヲ
難
波
ノ
荒
陵
ニ
移
ス
ト
ア
ル
ノ
ガ
、
事
実
ノ

伽
藍
ノ
規
摸
ニ
ナ
ッ
タ
時
デ
ア
ル
。
現
今
ノ
大
阪
ノ
四
天
王
寺
ガ
ソ
レ
デ
、
大

ノ
形
ハ
古
ノ
規
摸
ト
申
シ
テ
モ
ヨ
イ
。
サ
テ
仁
和
寺

十
六
歳
ノ
御
画
像
ハ
、
巨
勢
金
岡
ノ
筆
ト
伝
ヘ
ラ
レ
テ
居
ル
名
画
デ
、
実
ヲ
イ
へ
バ
鎌
倉
時
代
中
ノ
天
下
無
双
ノ
逸
品
デ
ア
ル
。
第
一

形
格
好
ニ
申
分
ガ
ナ
ク
、
線
ガ
キ
ノ
マ
ク
バ
リ
、
筆
力
ノ
緩
急
ガ
調
子
ガ
ヨ
ク
、
ソ
レ
デ
大
体
ノ
地
ハ
壮
健
ナ
技
倆
デ
強
イ
目
太
イ
目

ニ
綺
麗
ニ
線
ヲ
カ
ク
、
御
面
相
ハ
細
毫
デ
鎌
倉
特
有
ノ
新
シ
イ
ヤ
リ
方
デ
、
要
ス
ル
ニ
平
安
式
ノ
基
礎
へ
適
度
ニ
日
本
ノ
趣
好
ヲ
破
壊

セ
ヌ
迄
ニ
…
…
宋
画
ノ
法
ヲ
採
用
シ
テ
、
一
新
機
軸
ヲ
作
ツ
タ
芸
術
ト
モ
申
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
。
コ
ン
ナ
風
ノ
線
ガ
キ
ノ
太
イ
綺

麗
ナ
ノ
デ
ソ
レ
デ
日
本
風
ナ
ノ
ヲ
称
シ
テ
、
後
ノ
所
謂
鑑
定
家
ハ
巨
勢
派
ト
名
ヅ
ケ
テ
居
ル
、
馬
鹿
々
々
シ
イ
話
デ
何
処
カ
ラ
ソ
ン
ナ

事
ヲ
割
出
シ
タ
モ
ノ
カ
分
カ
ラ
ン
ガ
、
コ
ノ
御
像
ヲ
金
岡
ト
申
ス
ノ
モ
多
分
ソ
ノ
辺
ノ
人
カ
ラ
出
タ
ノ
デ
、
所
謂
巨
勢
派
中
ノ
傑
物
ト
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イ
フ
点
カ
ラ
命
名
シ
タ
ノ
ダ
ラ
ウ
。
ト
ニ
角
鎌
倉
時
代
ニ
コ
レ
位
ノ
傑
作
ハ
屈
指
ノ
モ
ノ
デ
ア
ル
。

今
泉
翁
ノ
御
説
ヲ
読
ン
デ
更
ニ
之
ヲ
参
考
セ
ラ
レ
タ
ナ
ラ
バ
、
意
義
一
層
明
カ
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
思
フ
テ
コ
ヽ
ニ
平
子
氏
ノ
説
ヲ
抄
録
ス
ル
コ

ト
ニ
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
。（
斎
藤
）

付
載
史
料
三

河
瀬
秀
治
「
希
望
と
所
願
」（『
聖
徳
』
所
収　

一
九
二
二
年
四
月　

上
宮
教
会
出
版
部
）

　
　
　

希
望
と
所
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
宮
教
会
々
長　

河
瀬
秀
治

　
　
　

一　

太
子
御
尊
像
の
将
来
に
就
て

先
般
上
宮
教
会
に
は
最
も
関
係
深
き
安
藤
嶺
丸
氏
よ
り
、
太
子
御
尊
像
の
将
来
は
如
何
に
す
べ
き
か
、
其
希
望
を
承
り
た
し
と
の
御
尋

問
を
蒙
り
ま
し
て
腹
蔵
な
き
意
見
を
申
述
べ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
此
事
は
小
生
に
取
り
ま
し
て
如
何
に
も
骨
髄
に
徹
し
て
有
り
難
く

感
じ
た
一
事
で
あ
り
ま
す
。
何
と
な
れ
ば
此
御
尊
像
御
安
置
の
事
は
小
生
年
来
の
所
願
で
あ
つ
て
昼
夜
忘
る

こ
と
の
出
来
な
い
問
題

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
此
際
将
来
に
就
て
の
希
望
を
お
尋
ね
下
さ
れ
ま
し
た
の
は
真
に
嬉
し
く
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
其
折
御
尋
問

に
応
じ
ま
し
て
希
望
の
大
要
を
陳
述
し
て
置
き
ま
し
た
が
、
其
大
意
を
爰
に
再
陳
い
た
し
ま
し
て
御
参
考
に
供
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

抑
上
宮
教
会
開
設
の
目
的
は
、
本
誌
の
最
初
に
も
其
大
要
は
載
せ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
其
当
時
発
行
の
機
関
雑
誌
「
御
国
の
光
」
に

詳
細
に
連
載
い
た
し
ま
し
た
如
く
、
維
新
以
後
国
民
一
般
の
思
想
は
専
ら
欧
米
先
進
の
皮
想
的
物
質
文
明
に
酔
ふ
て
、
儒
仏
二
教
に
依

て
涵
養
せ
ら
れ
た
る
帝
国
固
有
の
道
徳
的
精
神
文
明
は
無
視
せ
ら
れ
た
る
の
結
果
、
国
情
一
変
の
危
機
に
際
し
た
る
を
以
て　

聖
徳
太

子
の
遺
訓
と
、明
治
大
帝
が
示
し
玉
へ
る
聖
旨
と
を
奉
体
し
、以
て
国
民
一
般
の
思
想
を
善
導
、教
化
せ
ん
と
す
る
の
に
あ
り
ま
し
た
。
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然
る
に
世
の
中
の
大
勢
は
益
々
欧
化
に
傾
き
斯
る
事
業
の
困
難
な
る
と
逆
風
に
向
つ
て
船
舶
を
や
る
が
如
き
有
様
で
あ
り
ま
し
た
。
其

至
難
な
る
と
は
素
よ
り
覚
悟
の
上
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
如
此
至
難
の
時
に
際
し
所
謂
志
大
に
し
て
才
短
な
る
吾
々
が
斯
る
こ
と
を

企
て
ま
し
た
為
め
却
つ
て
之
が
成
功
を
妨
げ
し
の
憾
も
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ど
現
下
の
我
国
民
思
想
の
潮
流
は
愈
々
悪
化
し
て
、
動
も
す

れ
ば
国
体
の
精
華
、
教
育
の
淵
源
を
も
忘
れ
ん
と
す
る
に
至
つ
て
居
り
ま
す
。
将
に
広
く
我
会
の
趣
旨
を
宣
説
す
る
と
共
に
、
太
子
尊

崇
の
思
想
を
普
及
す
る
と
の
愈
々
益
々
急
な
る
を
感
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ぬ
。
上
宮
教
会
も
開
設
以
来
茲
に
二
十
六
年
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
志
の
大
な
る
に
比
較
べ
て
、
そ
の
成
績
の
遅
々
と
し
て
挙
ら
な
い
の
は
創
立
者
た
る
私
が
不
徳
に
致
す
と
こ
ろ
と
慚
愧
に
堪

へ
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
随
つ
て
中
心
御
本
尊
た
る
太
子
の
御
尊
像
を
も
御
安
置
す
べ
き
堂
宇
の
建
立
も
で
き
な
い
で
、
今
な
ほ
芝

の
青
松
寺
に
お
預
り
を
願
つ
て
居
る
や
う
な
次
第
で
あ
り
ま
す
。
太
子
堂
建
立
の
事
は
小
生
年
来
の
本
願
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
如
何
に

せ
ん
不
徳
不
才
の
為
め
其
希
望
の
発
端
を
も
得
る
こ
と
能
は
ず
し
て
身
を
退
く
に
至
つ
た
の
は
実
に
恐
懼
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ
り
ま

す
。
聊
か
空
中
に
楼
閣
を
画
く
が
如
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
御
尋
問
に
対
し
其
希
望
の
大
要
を
略
陳
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
左
の

如
く
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

二　

聖
徳
太
子
堂
建
立
の
事

本
堂
の
地
域
は
、東
京
府
下
の
便
利
に
し
て
且
清
浄
な
る
処
に
少
く
と
も
五
百
坪
内
外
と
し
、堂
宇
は
永
久
守
護
に
堪
へ
得
る
は
勿
論
、

太
子
尊
崇
の
念
慮
を
起
さ
し
む
る
に
必
要
な
る
荘
厳
と
設
備
と
を
用
意
し
、
之
は
費
用
と
し
て
金
四
十
万
円
維
持
基
金
と
し
て
金
拾
万

円
、
合
計
五
拾
万
円
と
す
。
而
し
て
本
堂
以
外
に
は
、
講
堂
及
事
務
室
の
如
き
も
の
を
附
設
し
、
該
所
一
切
の
事
務
は
、
假
に
上
宮
教

会
に
之
を
負
担
せ
し
む
る
も
の
と
し
、
国
民
信
仰
の
根
本
道
場
た
る
と
同
時
に
、
精
神
教
養
の
発
展
根
拠
地
と
し
て
、
演
説
に
、
講
演

に
、
は
た
文
書
伝
道
に
、
活
動
の
摸
範
を
示
す
所
と
す
。（
本
文
上
宮
教
会
と
せ
し
は
従
前
の
関
係
に
依
拠
し
た
る
ま
で
に
し
て
、
敢

て
該
教
会
に
限
る
に
あ
ら
ず
。
幸
に
前
陳
の
経
営
を
為
し
是
が
実
行
を
為
さ
る

人
な
ら
ん
に
は
、
其
誰
た
る
を
問
は
ざ
る
な
り
。）

太
子
尊
崇
の
旨
趣
は
、
今
更
申
す
ま
で
も
な
く
、
日
本
帝
国
中
興
の
文
明
を
開
発
せ
ら
れ
、
沢
を
万
世
に
垂
れ
、
則
を
無
窮
に
残
し
た
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ま
ひ
し
聖
徳
太
子
の
恩
徳
を
報
謝
し
、
其
御
精
神
を
体
得
せ
ん
と
為
る
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
の
十
七
の
憲
法
は
炳
と
し
て
百
代
を
照
ら

し
た
ま
へ
り
。

如
此
の
御
尊
像
に
し
あ
れ
ば
畏
れ
多
く
も
上
は
帝
室
よ
り
下
は
庶
民
に
至
る
ま
で
、
国
民
一
般
の
奉
祀
す
べ
き
、
言
を
換
へ
て
之
を
言

へ
ば
国
祭
と
し
て
奉
祀
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
し
て
、
一
宗
一
派
に
於
け
る
祭
典
の
如
き
と
同
一
視
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
信
ず
る
の

で
あ
り
ま
す
。
此
故
に
輦
轂
の
下
に
あ
り
て
上
下
貴
賤
の
差
別
な
く
、平
素
任
意
に
礼
拝
し
得
ら
る
べ
き
太
子
堂
を
建
立
す
る
こ
と
は
、

国
民
思
想
の
紛
乱
せ
る
今
日
に
あ
り
て
は
急
務
中
の
急
務
な
ら
ん
と
存
じ
ま
す
。
况
ん
や
か

る
御
霊
像
の
在
し
ま
す
以
上
、
一
日
も

早
く
本
願
太
子
堂
の
建
立
せ
ら
れ
て
此
の
御
尊
像
が
其
御
霊
場
に
御
本
尊
と
し
て
御
安
置
せ
ら
る

に
至
ら
ん
こ
と
こ
そ
、
是
れ
秀
治

が
先
生
、
世
世
、
懇
願
の
至
情
に
堪
へ
な
い
一
事
で
あ
り
ま
す
。

秀
治
不
肖
に
し
て
此
願
を
果
し
得
ず
し
て
老
衰
、
病
痾
の
身
と
な
り
、
日
な
ら
ず
し
て
隔
世
の
身
と
な
り
果
つ
べ
き
か
と
思
へ
ば
、
感

慨
の
悲
涙
禁
じ
難
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
は
た

仏
天
の
御
加
護
と
十
方
賛
助
の
御
力
と
に
す
が
り
、
此
所
願
を
し
て
と
く
速
に
成

就
せ
し
め
ら
れ
ん
こ
と
千
祈
万
祷
し
て
や
ま
ぬ
次
第
で
あ
り
ま
す
。（
大
正
十
一
年
三
月
起
草
秀
治
謹
記
）

 

―
（
口
絵
及
解
説
参
照
）

―

付
載
史
料
四

多
田
瑞
穂
『
上
宮
教
会
所
蔵
聖
徳
太
子
孝
養
像
修
理
報
告
書
』（
一
九
七
二
年
九
月
）

（
表
紙
）

「
昭
和
四
十
七
年
秋

　
　

上
宮
教
会
所
蔵

　
　
　

聖
徳
太
子
孝
養
像
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修
理
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　

釈
慈
影
瑞
穂
担
当
」

（
十
頁
に
わ
た
り
、
各
頁
に
キ
ャ
ビ
ネ
判
写
真
各
一
葉
を
貼
る
。
二
〇
一
三
年
現
在
、
一
葉
亡
失
。）

（
像
内
体
部
正
面
墨
書
臨
書
【
図
23
】）

（
像
内
体
部
背
面
墨
書
臨
書
【
図
24
】）

（
像
内
後
頸
部
墨
書
、
昭
和
十
二
年
修
理
記
【
図
25
】）

　

唐
紙
製
専
用
箋
墨
書
修
理
銘

　
　

「
昭
和
拾
壱
年
、
東
京
・
芝

　
　
　

青
松
寺
内
陣
（
本
堂
）
出
火

　
　
　

之
際
、
尊
像
之
御
顔
・
手
足

　
　
　

各
部
之
衣
紋
・
並
柄
香
炉
等

　
　
　

黒
燻
焼
失
・
不
見
前
御
姿

　
　
　

依
嘱
応
需
修
理
之
・

　
　
　

依
此
完
成

　
　
　

昭
和
拾
弐
年
九
月
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　
　

佐
崎
霞
村
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

識
之
」

（「
法
量
及
修
理
箇
所
概
説
略
図
」【
図
26
】）

（
同
前
【
図
27
】）
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（「
創
造
当
初
部
分
（
胴
体
部
分
）
木
寄
構
造
略
図
」【
図
28
】）

（「
昭
和
12
修
理
時
新
補
部
分
」【
図
29
】）

（
頭
部
構
造
図　

正
面
・
背
面
【
図
30
】）

（
同　

両
側
面
【
図
31
】）

（「
昭
和
12
修
理
時
新
補
柄
香
炉
」【
図
32
】）

（
沓
【
図
33
】）

（「
昭
和
12
年
修
理
の
時
新
調
せ
る
台
座
上
部
」【
図
34
】）

（
同
上　

平
面
図
、
正
面
図
、
側
面
図
【
図
35
】）

（「
今
回
修
理
銘
板　

銘
文
写
し
」【
図
36
】）

今
回
修
理
銘
板　
　

銘
文
写
し　
（
墨
書
）

（
表
面
）

　

「　
　
　
　
　
　

修
理
銘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

復
元
大
修
理
を
行
い
た
る
も
、
其
後
時
を
経
て
接
着
部
は

　
　

此
の
聖
徳
太
子
の
孝
養
像
は
、
胎
内
墨
書
銘
に　
　
　
　
　
　
　

剝
離
し
、
炭
化
せ
し
表
面
に
盛
り
上
げ
し
塗
料
は
処
々
剥
落
し

　
　

記
し
あ
る
如
く
、
文
永
七
年
の
作
也
。
然
る
に
昭
和
十
一
年　
　

炭
粉
落
下
す
る
ま
て
に
至
る
依
っ
て
こ
こ
に
願
を
発
し
て
再

　
　

東
京
芝
青
松
寺
中
に
於
て
火
災
の
難
に
遭
い
尊
容　
　
　
　
　
　

度
修
理
せ
し
む

　
　
　

大
い
に
破
損
せ
り
。
こ
こ
に
於
て
佐
崎
霞
村
氏
に
依
頼
し
て　

願
以
功
徳
平
等
施
一
切
同
発
菩
提
心
往
生
安
楽
国
。」

（
裏
面
）

　
　

「
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
吉
祥
日　

発
願
主　

上
宮
教
会　
　
　

会　

長　

清
水
谷
恭
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
宮
教
会　
　
　

理
事
長　

高
木
武
三
郎
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監
修
者　

東
京
都
文
化
財
専
門
委
員　

稲
村
坦
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
理
者　
　
　
　
　
　
　
　

彫
刻
家　

釈
慈
影
瑞
穂
」

（
以
下
本
文
を
翻
刻
す
る
。）

胴
体
部
に
就
い
て

大
き
く
縦
に
四
つ
割
り
に
作
り
両
腕
と
そ
れ
に
掛
る
上
代
風
の
服
の
袖
及
袈
裟
の
部
分
を
継
ぎ
足
し
て
あ
る
と
そ
の
様
に
考
え
て
頂

き
度
い
。（
前
携
（
マ
マ
）の
図
を
参
照
し
乍
ら
見
て
頂
き
度
い
）
そ
の
内
昭
和
十
一
年
の
火
災
の
時
に
は
像
の
前
面
が
殊
に
非
道
く
損
害
を

受
け
て
居
る
。
そ
し
て
別
図
に
示
し
て
あ
る
様
に
頭
首
部
の
内
前
半
部
及
両
腕
と
そ
れ
に
掛
る
服
の
袖
及
袈
裟
の
部
分
等
の
様
に
前

方
に
突
出
し
た
様
な
部
分
は
、
昭
和
十
二
年
の
修
理
の
時
に
新
補
（
木
材
を
以
つ
て
）
し
て
い
る
事
を
考
え
て
見
る
と
殊
に
損
傷
甚

大
に
し
て
塗
料
の
盛
り
上
げ
に
依
つ
て
修
理
す
る
能
は
ざ
る
程
で
あ
つ
た
為
に
で
あ
つ
た
事
と
思
う
。

従
つ
て
像
の
後
半
面
は
そ
れ
程
に
は
火
災
の
損
傷
を
受
け
て
い
な
い
。
勿
論
全
面
に
火
に
あ
ぶ
ら
れ
た
痕
跡
を
残
し
て
い
る
し
前
半

部
と
の
接
着
部
に
近
い
程
損
傷
は
大
き
く
深
く
な
つ
て
い
る
。

像
の
表
面
の
殆
ん
ど
は
火
焔
に
あ
ぶ
ら
れ
前
半
部
の
大
部
分
は
相
当
深
く
ま
で
炭
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
炭
化
し
た
部
分
を

こ
そ
げ
落
し
て
し
ま
つ
て
は
損
傷
は
も
つ
と
非
道
く
原
型
か
ら
ま
す

く
遠
く
な
つ
て
し
ま
う
結
果
に
な
つ
て
し
ま
う
故
に
佐
崎
氏

は
出
来
る
限
り
落
す
事
の
な
い
様
に
塗
料
の
盛
り
上
げ
に
依
る
修
理
を
行
つ
た
も
の
と
思
考
す
る
。
そ
の
為
に
塗
料
盛
り
上
げ
の
層

の
う
す
い
所
な
ど
に
穴
の
あ
い
た
り
し
て
下
層
の
炭
化
層
か
ら
炭
粉
が
落
ち
て
来
た
の
で
あ
る
。
又
前
面
の
腹
部
か
ら
足
の
方
へ
か

け
て
の
袈
裟
の
部
分
は
殆
ん
ど
全
面
に
塗
料
に
亀
裂
が
出
来
て
い
た
。

今
回
は
そ
れ
等
を
剝
げ
る
だ
け
取
除
い
て
補
修
し
た
。
使
用
主
材
は
カ
シ
ウ
漆
下
地
二
号
と
し
た
。
顔
面
、
両
手
、
柄
香
炉
及
上
代

服
の
一
部
に
色
彩
し
た
ら
し
い
あ
と
を
残
し
て
い
る
。
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頭
首
部
に
就
い
て

此
頭
首
部
は
此
像
の
最
初
か
ら
の
も
の
な
の
か
、
将
又
後
世
何
時
の
日
に
か
補
修
し
た
も
の
な
の
か
、
大
変
に
其
判
断
に
苦
し
む
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
詳
細
に
各
部
分
に
就
い
て
考
察
検
討
し
て
見
よ
う
。
前
掲
の
頭
首
部
の
図
を
参
考
に
し
て
頂
く
事
と
す
る
。

①
図
の
Ａ
の
部
分
は
、即
ち
「
み
づ
ら
」
の
中
央
を
上
下
に
通
ず
る
面
を
矧
ぎ
面
と
し
て
顔
面
部
の
方
は
、火
災
に
会
つ
て
居
な
い
。

両
側
面
か
ら
矧
い
だ
「
み
づ
ら
」
の
部
分
も
火
災
に
会
つ
て
い
な
い
。

②
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
図
示
Ｂ
即
ち
後
頭
部
分
は
「
み
づ
ら
」
を
除
い
て
図
示
の
如
き
後
頭
両
斜
面
の
矧
ぎ
足
し
部
分
ま
で
も
完
全

に
火
災
の
難
に
合
つ
て
い
る
事
を
明
示
す
る
様
に
そ
れ
等
の
表
面
部
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
完
全
に
炭
化
し
て
い
る
。

③
Ａ
の
方
は
点
線
で
示
し
た
様
に
顔
面
の
内
側
だ
け
彫
り
取
つ
て
あ
る
が
、
頸
部
の
内
刳
り
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
こ
れ
に
引
か
え

て
Ｂ
即
ち
後
頭
部
の
方
の
頸
部
の
内
刳
り
は
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
図
示
の
如
く
Ａ
の
方
の
頸
部
内
面
の
平
面
に
昭
和
十
二
年
修

理
の
時
の
佐
崎
霞
村
氏
の
修
理
銘
（
和
紙
に
墨
書
、
前
掲
）
を
二
枚
の
板
に
挟
ん
で
張
り
付
け
て
あ
る
。

④
挿
図
【
図
37
】
に
示
す
如
く
頭
首
部
の
底
面
は
昭
和
十
二
年
の
修
理
の
時
に
鋸
に
て
一
つ
の
面
に
て
切
り
つ
め
て
あ
る
。
実
際
に

此
頭
首
部
の
底
面
が
、
胴
体
の
内
部
に
頭
首
部
を
支
え
る
段
に
ま
で
お
り
た
と
す
れ
ば
、
頭
首
は
胴
体
の
中
に
も
つ
と
深
く
落
ち
込

ん
で
、
後
頭
部
の
頸
の
毛
生
え
際
ま
で
も
ぐ
り
込
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
理
屈
は
そ
う
だ
が
実
際
に
は
他
の
部
分
が
ひ
つ
か
か
つ

て
、
現
在
の
頭
首
部
の
底
面
が
胴
体
内
の
首
を
支
え
る
段
に
ま
で
落
ち
込
ま
な
い
為
に
、
大
体
正
常
な
位
置
を
保
持
し
て
い
る
。

⑤
後
頭
部
即
ち
Ｂ
の
方
の
頸
部
の
内
刳
り
面
を
見
て
み
る
と
、
創
造
当
初
の
も
の
と
思
は
れ
る
筆
跡
の
梵
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

勿
論
Ａ
の
方
に
は
な
い
。

⑥
顔
面
の
全
体
の
彫
刻
の
具
合
い
が
、
か
な
り
力
強
い
所
も
あ
る
け
れ
ど
、
同
時
に
少
々
生
硬
な
感
じ
も
あ
る
し
、
頸
線
の
彫
り
等

は
少
々
甘
い
の
で
あ
る
。

⑦
以
上
の
様
な
点
を
考
え
合
は
せ
て
見
る
と
Ａ
と
Ｂ
と
は
相
当
な
年
代
差
が
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
只
単
に
見
た
目
だ
け
の
事
で
、
科
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学
的
な
検
査
の
結
果
で
は
な
い
が
、
両
方
の
木
部
の
新
旧
に
何
百
年
と
言
ふ
時
代
的
な
差
違
は
な
い
様
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

ん
な
も
の
は
当
て
に
は
な
ら
な
い
が
。
例
え
ば
⑤
で
も
述
べ
た
様
な
梵
文
字
が
書
か
れ
て
あ
る
か
ら
創
造
当
初
の
も
の
と
は
簡
単
に

は
言
え
な
い
。
昭
和
十
二
年
修
理
以
前
に
何
時
の
時
代
か
に
何
等
か
の
理
由
に
依
り
頭
首
部
を
補
作
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
修
理

し
た
者
又
は
其
発
願
者
の
様
な
人
物
が
胴
体
の
方
の
銘
文
の
梵
文
字
の
筆
跡
を
真
似
て
書
く
事
だ
つ
て
あ
り
得
る
。
そ
の
様
に
考
え

て
来
る
と
Ｂ
が
昭
和
十
一
年
の
火
災
に
会
つ
て
い
る
か
ら
と
言
つ
て
必
ず
し
も
創
造
当
初
の
も
の
で
あ
る
と
言
う
事
は
言
え
な
い
の

で
あ
る
。

殊
に
差
込
み
首
に
な
つ
て
い
る
像
は
永
い
間
に
そ
の
接
着
部
の
「
ニ
カ
ワ
」
が
切
れ
て
し
ま
う
と
、
首
が
抜
け
る
様
に
な
つ
て
兎
角

首
だ
け
ど
こ
か
え
消
え
て
し
ま
う
事
は
大
い
に
あ
り
得
る
。
兎
に
角
何
れ
に
し
て
も
顔
面
部
の
方
は
昭
和
十
一
年
の
火
難
の
際
非
常

な
損
傷
を
受
け
た
為
に
新
ら
た
に
作
り
か
え
た
も
の
と
断
じ
て
差
支
え
な
い
と
判
断
出
来
る
。

そ
し
て
後
頭
部
の
内
刳
り
の
や
り
方
が
胴
体
の
内
刳
り
の
や
り
方
と
は
違
ふ
点
等
も
考
え
合
は
せ
て
後
頭
部
の
方
は
創
建
当
初
の
も

の
で
は
な
く
も
つ
と
後
の
も
の
の
様
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

左
右
の
靴
に
つ
い
て

こ
れ
等
靴
に
就
い
て
も
頭
首
部
に
就
い
て
述
べ
た
る
如
く
、
図
示
せ
し
如
く
左
右
の
靴
先
の
部
分
は
昭
和
十
二
年
の
修
理
の
時
に
新

補
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
他
の
部
分
は
火
難
に
会
つ
て
い
る
が
、
然
し
矢
張
創
建
当
初
の
も
の
と
は
認
め
が
た
い
。
そ
の
理
由
の

最
大
な
る
も
の
は
使
用
し
て
あ
る
木
材
が
、
当
初
の
も
の
と
そ
の
古
る
さ
が
違
う
。
従
つ
て
後
頭
部
分
と
同
じ
頃
、
許
さ
れ
る
な
ら

ば
江
戸
中
期
頃
か
ら
以
後
に
補
修
さ
れ
た
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
部
分
の
火
難
の
程
度
は
あ
ま
り
非
道
く
は
な
く
炭
化
も
そ
う

深
く
わ
な
い
。
そ
し
て
下
面
は
全
く
火
を
受
け
て
い
な
い
。
こ
れ
は
即
ち
火
難
の
影
響
が
少
な
か
つ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

柄
香
炉
及
台
座
は
勿
論
昭
和
十
二
年
の
修
理
の
時
に
新
ら
し
く
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
作
で
さ
え
あ
れ
ば
良
い
作
品
だ
と
単
純
に
き
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
胴
体
後
面
の
あ
ま
り
非
道
く
損
傷
を
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受
け
て
い
な
い
部
分
か
ら
推
測
し
て
か
な
り
上
出
来
だ
つ
た
と
思
は
れ
る
、
然
し
前
述
の
如
く
火
災
に
依
る
損
傷
甚
大
に
し
て
、
後

補
部
分
が
こ
う
多
く
て
は
以
前
の
創
建
当
初
の
面
影
は
全
く
知
る
事
不
可
能
で
あ
る
。
誠
に
此
像
の
背
負
つ
て
い
る
業
と
で
も
言
う

の
か
、
運
命
と
で
も
言
う
か
、
大
変
に
気
の
毒
な
事
で
あ
り
惜
し
み
て
も
あ
ま
り
あ
り
と
思
つ
て
い
る
。

尚
接
着
剤
は
「
ボ
ン
ド
CH 

18
」
を
使
用
し
た
。

特
に
こ
の
像
は
前
述
の
通
り
前
半
身
は
殊
に
火
災
に
依
る
損
害
は
大
き
く
全
く
全
面
炭
化
し
て
い
る
為
に
そ
の
炭
化
し
た
部
分
を
全

部
落
し
て
し
ま
ふ
事
は
出
来
な
い
し
結
局
は
そ
の
上
に
盛
り
上
げ
を
行
な
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
為
に
土
台
の
弱
い
所
に
セ
メ
ン
ト

保
強
を
し
た
様
な
も
の
で
ど
う
し
て
も
何
か
が
強
く
当
た
れ
ば
盛
り
上
げ
の
部
分
に
穴
が
あ
い
て
し
ま
ふ
事
に
な
る
。
従
つ
て
出
来

る
丈
大
切
に
し
て
弱
い
も
の
を
極
力
に
守
る
様
な
態
度
で
扱
つ
て
貰
い
度
い
と
念
願
す
る
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
出
来
る
丈
は
教

会
自
体
で
お
祭
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
の
様
に
ど
の
様
な
理
由
が
あ
る
に
し
て
も
他
に
あ
づ
け
て
置
く
様
な

事
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
像
に
就
い
て
歴
史
的
な
流
転
に
つ
い
て
今
後
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
そ
の
為
の
手
掛
り
と
し
て
一
応
の
問
題
提
起
を
し
て
置

き
度
い
。

一
、
本
像
は
度
々
述
べ
来
つ
た
様
に
昭
和
十
一
年
の
火
災
に
依
つ
て
甚
大
な
る
損
害
を
受
け
、
元
の
姿
を
見
る
こ
と
は
不
可
能
な
状

態
で
あ
る
が
、書
名
不
詳
で
は
あ
る
が
或
美
術
本
に
明
治
末
年
に
写
真
が
の
せ
ら
れ
た
事
が
あ
る
と
の
事
実
を
聞
き
及
ぶ
の
で
、

何
と
か
し
て
こ
の
書
籍
を
捜
し
て
元
の
姿
を
確
実
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
出
来
れ
ば
、
そ
れ
に
基
い
て
よ
り
元
像
に

近
い
大
修
理
を
行
ふ
方
が
良
い
と
考
え
る
。

二
、
本
尊
の
胎
内
銘
を
基
に
し
て
、そ
も

く
此
像
の
作
ら
れ
た
⑴
不
退
寺
が
何
処
の
寺
で
今
も
続
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
只
此
点
、

故
島
田
蕃
根
翁
の
此
像
を
入
手
さ
れ
た
時
の
状
態
つ
ま
り
言
い
伝
え
に
依
る
と
或
六
部
が
背
負
つ
て
歩
い
て
い
た
の
を
乞
う
て

入
手
し
た
と
の
事
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
既
に
そ
の
不
退
寺
な
る
も
の
が
明
治
の
廃
仏
毀
釈
の
際
に
廃
寺
に
な
つ
た
り
し
て
は
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い
な
い
か

⑵
⑴
に
関
連
し
て
此
像
の
大
勧
進
沙
門
了
敏
な
る
僧
侶
及
銘
文
の
筆
者
沙
門
隆
意
な
る
僧
侶
そ
の
方
面
か
ら
も
調
査
は
出
来
は

し
な
い
か
、

⑶
此
像
の
作
者　

大
仏
師
尭
慶
な
る
仏
像
作
家
そ
の
方
面
か
ら
も
調
査
は
出
来
な
い
か
。

尚
こ
れ
は
只
単
に
小
生
の
愚
考
に
過
ぎ
な
い
が
銘
文
の
書
き
方
か
ら
見
て
こ
の
像
の
置
か
れ
た
不
退
寺
は
真
言
宗
系
で
は
な
い

か
。

三
、
伝
来
の
詳
細

「
河
瀬
秀
治
先
生
伝
」
と
言
う
書
籍
に
依
る
と
、

同
先
生
が
故
島
田
蕃
根
翁
よ
り
受
継
が
れ
た
此
像
を
上
宮
教
会
に
奉
納
せ
ら
れ
し
時
の
願
書
と
手
紙
の
文
章
即
ち

　
　
　
　

聖
徳
皇
太
子
尊
像
奉
納
願
書

　
　

一
、
聖
徳
皇
太
子
尊
像　
　
　

壱
体

　
　
　
　

但
普
通
御
十
六
歳
ノ
御
像
又
ハ
御
祈
願
ノ
御
像
ト
モ
言
フ

右
ハ
故
島
田
蕃
根
翁
ヨ
リ
拙
者
へ
伝
来
ノ
尊
像
ニ
有
之
候
処
、
今
回
更
メ
テ
教
会
へ
奉
納
仕
候
間
御
受
納
被
下
度
候
也

　
　
　
　
　

副
申
文
書

謹
啓　

秋
冷
之
候
各
位
益

御
安
康
奉
恐
賀
候　

陳
者
従
前
上
宮
教
会
之
御
本
尊
と
し
て
尊
崇
致
し
来
り
候　

聖
徳
皇
太
子
尊
像

の
義
は
故
島
田
蕃
根
翁
の
所
有
に
し
て
同
翁
よ
り
拙
生
に
授
与
せ
ら
れ
拙
者
は
是
れ
を
上
宮
教
会
の
中
心
御
本
尊
と
し
て
奉
供
し

尊
体
の
動
静
に
関
し
て
は
一
切
教
会
に
て
御
取
扱
仕
候
へ
共
其
所
有
者
と
し
て
は
系
統
上
元
蕃
根
翁
よ
り
拙
者
に
授
与
せ
ら
れ
候

も
の
に
有
之
然
る
に
拙
生
よ
り
正
式
に
右
尊
像
を
教
会
に
奉
納
仕
候
事
実
際
上
無
之
候
間
其
点
動
も
す
れ
ば
其
所
有
者
の
関
係
に

於
て
誤
解
を
生
ず
る
の
恐
れ
有
之
殊
に
拙
者
の
老
齢
前
途
も
遠
か
ら
ず
旁

今
回
更
め
て
該
尊
像
奉
納
の
実
を
表
明
し
候
教
会
に
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て
は
其
伝
来
の
系
統
を
詳
に
し
永
久
教
会
の
所
有
す
る
尊
像
と
し
て
益

信
仰
の
誠
意
を
尽
く
し
御
保
存
被
致
候
得
者
御
本
尊
の

名
実
を
完
全
可
仕
別
紙
奉
納
願
書
を
奉
呈
し
謹
而
願
意
を
陳
上
仕
候

　
　
　

大
正
十
年
十
月　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
瀬
秀
治

　
　
　

上
宮
教
会
御
中

追
而
本
文
尊
像
伝
来

4

4

4

4

4

4

の4

詳
細
4

4

及
拙
生
の
尊
像
に
対
す
る
多
年
の
希
望
等
は
本
年
四
月

4

4

4

4

「
聖
徳
4

4

」
と
題
名
す
る
貴
会
発
行
の
雑
誌
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

詳
記
せ
ら
る

4

4

4

4

4

ゝ
を
以
て
其
繁
雑
を
避
け
爰
に
は
詳
記
不
仕
候
也

と
記
載
さ
れ
て
い
る
故
に
こ
の
大
正
十
年
四
月
発
行
の
「
聖
徳
」
な
る
雑
誌
を
捜
し
て　

此
像
の
伝
来
に
就
い
て
出
来
る
限
り
詳
細

に
調
査
し
て
其
結
果
を
像
と
共
に
保
存
さ
れ
る
事
を
殊
に
希
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

四
、
尚
此
事
は
教
会
の
幹
部
の
方
々
皆
御
承
知
の
事
実
な
る
も
此
像
の
修
理
に
関
す
る
事
な
の
で　

此
所
に
明
記
し
て
置
く

　
　

昭
和
十
一
年
二 

月
四
日
午
前
七
時
四
十
分
青
松
寺
本
堂
内
部
炎
上
シ
河
瀬
翁
寄
附
聖
徳
太
子
尊
像
モ
ソ
ノ
災
禍
を
蒙
リ
シ
モ
佐
崎

霞
村
氏
ノ
名
技
ニ
依
リ
昭
和
十
二
年
九
月
二
十
五
日
ソ
ノ
修
理
ヲ
完
成
セ
リ

　
　

右
の
段
々
今
回
修
理
に
当
り
其
所
感
を
述
べ
又
記
録
す
べ
き
事
を
述
べ
て
後
の
世
に
伝
え
有
力
な
る
資
料
と
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
吉
祥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

修
理
担
当
者　

釈
慈
影
瑞
穂
記

〔
付
記
〕

　

二
〇
一
三
年
五
月
二
十
七
日
の
上
宮
会
聖
徳
太
子
像
の
調
査
参
加
者
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

山
本
勉
（
清
泉
女
子
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
教
授
）、
小
久
保
芙
美
（
清
泉
女
子
大
学
大
学
院
修
士
課
程
思
想
文
化
専
攻
修
了
、
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大
学
院
科
目
等
履
修
生
）、
神
野
祐
太
（
清
泉
女
子
大
学
大
学
院
研
究
生
）、
伊
波
知
秋
（
清
泉
女
子
大
学
大
学
院
修
士
課
程
思
想
文
化

専
攻
）、
石
田
友
里
、
田
中
真
美
、
山
本
愛
子
、
青
山
萌
香
（
以
上
清
泉
女
子
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
）。

　

調
査
お
よ
び
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
上
宮
会
、
と
り
わ
け
同
会
本
部
事
務
局
総
務
部
次
長
石
橋
幸
子
氏
に
格
段

の
ご
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
。
し
る
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
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図1　聖徳太子像　東京・上宮会　全身正面
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図2　同前　全身左側面図3　同前　全身右側面
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図4　同前　全身背面図5　同前　全身右斜側面
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図6　同前　像底
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図7　同前　銘記　像内胸部

図8　同前　銘記　像内上背部
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図9　同前　銘記　像内腹部以下
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図10　同前　銘記　像内背部下方以下
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図11　同前　納入品
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図12　同前　修理以前①（『聖徳』　1922年4月　上宮教会出版部）
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図13　同前　修理以前②（石田茂作『聖徳太子全集』5　1943年7月　龍吟社）
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図14　同前　修理以前③（『上宮教会八十年史』　1977年11月　上宮教会）
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図15　聖徳太子像　埼玉・天洲寺　正面図16　聖徳太子像　奈良・元興寺　正面
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図17　聖僧像　奈良・円成寺　全身正面
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図18　同前　全身左側面図19　同前　全身右側面

図20　同前　全身左斜側面図21　同前　全身背面
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図22　同前　銘記
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図23　付載史料四　像内体部正面墨書臨書
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図24　同前　像内体部背面墨書臨書



― 154―

図25　同前　像内頸部墨書・昭和十二年修理記
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図26　同前　法量及修理箇所概説略図
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図27　同前
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図28　同前　創造当初部分（胴体部分）木寄構造略図
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図29　同前　昭和12修理時新補部分
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図30　同前　頭部構造図　正面・背面
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図31　同前　両側面
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図32　同前　昭和12年修理時柄香炉



― 162―

図33　同前　沓
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図34　同前　昭和12年修理の時新調セル台座上部
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図35　同前　平面図、正面図、側面図
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東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

図36　同前　今回修理銘板　銘文
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図37　同前　頭首部の底面



― 167―

東京・上宮会所蔵聖徳太子孝養像考

Consideration of the Statue of Shotoku Taishi in Kyoyo 

Taishi Style Owned by the Jyogu Hospital Social Welfare 

Group, Tokyo

YAMAMOTO Tsutomu / KOKUBO Fumi /

JINNO Yuta / INAMI Chiaki

Abstract　 The statue of Shotoku Taishi owned by the Jyogu Hospital Social Welfare 

Group (Jyogu Kai), Arakawa-ku, Tokyo is a standard work in the late Kamakura Peri-

od, known to be created by Busshi (sculptor of Buddhist statues) Gyokei in 1270 from 

the inscription in the statue.  This paper reports an outline of an investigation con-

ducted as a part of a seminar in “Art History Seminar III”, a course offered by the De-

partment of Cultural History, Graduate School in May, 2013, in three chapters; “His-

tory”, “Outline of the Statue”, and “Inscription and Items inside the Statue” and 

discusses its meaning in Japanese sculpture history and peripheral issues in three 

chapters; “Position in Creation of Shotoku Taishi Statues”, “Style and Expression”, 

and “Busshi Gyokei”.  This statue is valuable as an example of the early stage of stat-

ues of Kyoyo Taishi (considered to be a style of praying, being concerned about the 

condition of his father), which is one of typical styles of statues of Shotoku Taishi.  Ac-

cording to the inscription, this statue was made for Futai-ji temple (this temple is like-

ly to be Futai-ji still located in Nara city) and is clearly described as an image at 16 

years old, and the suggestion of presence of a statue used as a model of the style at-

tracts attention.  The statue has many points in common regarding style and expres-

sion with the statue of Shotoku Taishi made by Zenshun in Gango-ji temple in Nara, 

and it was found out that Gyokei had a close relationship with the Zen-pa School 

Busshi who were active in Nara in the middle to late Kamakura period also in terms 

of other achievements.  Materials relating to the history of this statue in the modern 

period and after are attached to the end of the paper.

Key words：statue of Shotoku Taishi, Kyoyo Taishi style, Gyokei


